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  ギタリストインタビュー〜okapi

  


  パワフルなタッピングと耳に残るメロディが印象的なギタリストokapi。素晴らしいリズム感でファンキーでありつつ、とてもポップでメロディアスな音楽はとても聴き心地がよい。幅広いジャンルからの影響を感じさせるギタリストの背景や音楽に対する考え方、活動状況をお話いただきました。
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  ■「知ってるモノ」と「知ってるモノ」を掛け合わせて、「新しい別のモノ」を作っているということです。

  

  -ギターだけでなく、ヴァイオリンも弾かれてましたが、音楽を始めたきっかけはどのようなことでしょうか。

  

  okapi：3才頃からヴァイオリンを弾いていました。兄が習っていたのですが、それを見ていた僕に親が、これをやりたい？と聞いたら、やりたいと答えたそうです。覚えてないですが、やらされてたようですね(笑)。

  

  -ヴァイオリンはずっと続けていたのでしょうか。

  

  okapi：はい。ヴァイオリンは受験をきっかけにやめたのですが、それが18歳の時です。

  17歳の時に高校のクラスでパンク、メロコア(メロディック・ハードコア)が流行っていて、多感な時期で人気者になりたかった僕はエレキギターを始めました。だからヴァイオリンと1年くらい時期が重なってましたね。まあエレキギターをやっても、結果的に人気者にはなりませんでしたが(笑)。

  この頃はアコギは全く弾いていませんでした。弦は固いしネックは太いし、Fとか押えられないし、世の中のアコギは全部折れてしまえばいいとすら思ってました(笑)。

  大学に入ってからジャズコードが入ったクリーントーンとディストーションのメリハリのある音楽にハマり、段々とクリーントーンが好きになり、アコギの音も好きになってきました。そんな中、大学3年生の時に、叔父が車の中でかけていたチェット・アトキンス、また押尾コータローさんの曲に衝撃を受け、とても一人で弾いているように聴こえず、難しいアコギをこれだけ弾けるというのはすごいと思い、それがアコギを始めるきっかけになりました。

  

  -アコギは最初からソロギターのスタイルで始めたのでしょうか。

  

  okapi：はい。それまではポップスやアコギの弾き語りが好きではなかったので、ソロギターのスタイルから始めました。ソロギターを始めてからだんだんとポップスが好きになってきて、今ではかなりポップスも聴くようになりました。音楽の嗜好の幅は相当広がったと思います。

  

  -アコギを始める前まではロックがずっと好きだったのでしょうか。

  

  okapi：はい。当時は「the band apart」というバンドがすごく好きで、大学の時はギター・ヴォーカルをやってました(笑)。今では考えられないですね。一回好きになったらそれしか見えないくらいになるので、コピーばかりしていました。

  

  -それほどのロック好きからチェットや押尾さんのような音楽を好きになり、どのようにアコギを始めたのでしょうか。

  

  okapi：すごい、と思った次の日にリサイクルショップで3000円くらいのアコギを購入しました。なんか知らないメーカーエンブレムの上にさらに知らない謎のステッカーが貼ってある奇妙なギターでしたね(笑)。でも、最初はギターを叩くとか全くわからなかったので、譜面を購入し、譜面に書いてある記号や、DVDを見て叩き方、技術を学びました。その後から僕は耳コピが得意だったので、色んな曲を耳コピをし、そのうちいろいろなギタリストを知るようになり、その技術を勉強していきました。楽しかったですね。

  

  -ヴァイオリンを幼少の頃から長くやっていたので耳が良いようですね。

  

  okapi：小さい頃からやっていたのは大きいのでしょうね。一応絶対音感らしいのですが、家のピアノの調律に慣れてしまっているとか、小さい時は音楽を真面目にやってなかったので(笑)、風邪をひくと半音下がったりします。これを絶対音感といってよいかわからないのですが(笑)。練習は嫌でしたが、ヴァイオリンを習えたことには感謝をしています。

  

  -ヴァイオリンの演奏だけでなく、音楽の素養を身につけることができたようですね。

  

  okapi：そうですね、でも実は鍵盤だけはいくらやっても弾けませんでした。なぜだか弦楽器でないとダメなようですね。ベースはやってみてよかったですから。チェロやコントラバスが手元にあったらそっちにもいっていたかもしれません。弦楽器以外では、最近はパーカッションが好きで、すごく練習しています。これも楽しいです。

  

  アコギではたくさんコピーをしましたが、割とすぐに曲を作り始めました。大学では音楽系のサークルに所属していたのですが、毎年サークルとしてのCDを作るというのがありました。1,2年の時はエレキギターでバンドをしていましたが、3年生の時はアコギを始めていましたので、アコギでの初めての作曲でした。あと2日でレコーディング・・という時にまだ曲ができておらず、焦りながら何とか前日に曲を作り、無理くり録音しました。この曲は公開していません(笑)。もしかしたらご存知の方もいらっしゃるかもしれませんが、omoideという曲です。そして2曲目に作ったのが、「Anger」です。

  

  -「Anger」はそんなに初期の作品だったのですね。

  

  okapi：そうですね。大学の校舎の屋上で友達と一緒にギターを弾いてた時に出来ました。ただタイトルが全然決まらなかったので、考えあぐねた結果、近くの自動販売機にあった「イチゴミルク」を見て、「とりあえずイチゴミルクでいっか」とつけてしまいました(笑)。当時の友人たちは「イチゴミルク」でわかると思います(笑)最終的には理不尽なことに対する憤りということで、「Anger」としました。実は9年くらい前の古い曲なんです。

  

  -当時押尾コータローさんは流行っていたと思いますが、押尾さんともテイストが違う曲だと思います。その頃こういった曲を作ったというのは素晴らしいですね。どういった音楽から影響を受けたのでしょう。

  

  okapi：何でしょうね、音楽とはちょっと違うんですが、大学の時に学んだことで印象的だったのが、デザイン工学の授業だったと思うんですが、デザイナーがどのように新しいものを作るのかという授業でした。「人間は知らないものは想像できない」という前提のもと、「知ってるモノ」と「知ってるモノ」を掛け合わせて、「新しい別のモノ」を作っているということです。例えば「トイレ」と「アヒル」を掛け合わせて「オマル」になるとかですね。変な話ですみません(笑)。でもオマルが世に出るまでは誰も想像できなかったものだと思います。それを聞いた時に、音楽も似てるなと思いました。新しい曲を作るときも、自分の中の色んな引き出しから少しずつ出ているものではないかと思います。音楽であれば、どれだけ聴いてきたかで変わるのではないかと。僕は小さいころはクラシック、途中からメロコア、ジャズ、ロック、メタルなどいろいろなジャンルを聴いてきました。総合的にはポップスが好きな傾向ですので、マニアックなことを入れつつ、サビはキャッチーにするようにしてみたり。そこで気付いたらできていたのが「Anger」です。ですのでどういう音楽から影響を受けたかと言えば、先ほど挙げたかなり広い範囲の音楽から影響を受けたと思います。
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  ■フルオーケストラで流れてくるものが多く、それをどうやって6本の弦に落とし込むか、というのが一番難しいですね

  

  -大学卒業後はどのような活動をしていたのでしょうか。

  

  okapi：大学を卒業後は就職をしました。ギターでプロになるということは当時夢にも思ってませんでしたね。でも卒業直前に後輩から、「okapiさんは自分の力を過小評価しすぎていると思います」と言われ、単純だった僕は、「じゃあやってみよう！」と思ったのですが、卒業直前だし内定ももらっていたので、とりあえずまずは就職をしました。

  入社して4ヶ月後、仲良くなった職場の先輩がいたのですが、この人は以前ドラムをやっていたそうです。この人にプロを目指しているの、と聞かれて、目指していると答えると、「じゃあいつかここを辞めるんだね」と言われました。「いつ頃辞めるの？」と聞かれたので「1年くらいで考えていて、それまでに技術をつけて、もし音楽がダメでも技術があれば・・と・・」というように答えました。すると、「そんなんじゃ全然ダメだ」と言われました。「1年仕事をした後、5,6年は音楽を頑張るんだろ、ダメだった時というのは7年後くらいになる。その時にお前の同期はどれくらい進んでると思う？・・辞めるなら今辞めろ」と言われたんです。その話の後に自分の机に戻ったら、パソコンのスクリーンセーバーで岡本太郎さんの言葉「芸術家は迷った時は危険な方を選ぶべきだ」・・というのが流れてきました。その4日後くらいに辞表を出し、音楽活動を始めました。

  そこから月に3,4回くらいライブをやっていく中で、何のために音楽をやっているのかをもう一度見つめ直し、最終的には社会で頑張っている人達が「よし、明日も頑張ろう！」と思ってくれるような音楽をしたいと思ったのですが、きちんと社会の経験をしたことがないのにそんな音楽ができるのか、と思い直し、別の会社に入社し、正社員として4年くらい働きました。その間も月に3,4回ライブを行っていました。忙しくて地獄のような日々でした (笑)。当時は八王子、新宿あたりでよくライブをしていましたね。

  転機は2,3年前で、韓国でライブをやることになったことです。そのあたりでデビューをし、そこから本格的にギタリストとして活動するようになってきました。

  

  -韓国はどのようなきっかけでライブをすることになったのでしょうか。

  

  okapi：いろいろと理由はあるのですが、最終的には韓国で僕のYoutubeを見てくれていたファンの方が、「是非韓国に来てください！」とメールをくれたんです。僕も行きたいと思っていたので「是非行きたいです！」と相談したら、その人がライブを企画してくれたんです。そして、チャーリー(逆瀬川剛史)を誘って、二人で韓国に行くことになりました。

  その後も韓国のライブは現地の人がライブを企画してくれる事が多いです。そこまで大きな会場ではないですが、直にファンの方と触れ合えるのでその点がとてもいいと思います。7月12日も単独公演がありました。沢山の方が来て下さり、とても濃くて良い時間を過ごす事が出来ました。

  

  -韓国ではソロギターの人気が高いようですね。

  

  okapi：そうですね。日本よりも年齢層が大幅に低く、10代の若者達がアコギを愛するという土壌はとてもいいですね。

  

  -中国に行った事はありますか。

  

  okapi：いいえ。今年行く事になりそうですが、まだ詳細は決まっていません。台湾やマレーシア、シンガポールなんかも行きたいですね。

  

  -どの国も若いソロギターのファンが多いようですね。日本でも若いファンが増えてきてはいますが、まだまだ少ない気がします。

  

  okapi：あくまで個人的な考えですが、わかりやすい音楽が好まれている気がします。どの国でもそうなのでしょうが、日本はそれが顕著ではないかと思います。年齢を重ねて酸いも甘いも経験してくると、いろいろなものが見えてくるじゃないですか。そうした時にインストというのが癒しになるのではないでしょうか。疲れた時には歌詞のない音楽って結構癒されると思うんですよ(笑)。それで日本ではそういった年齢層が多いと思います。本当に個人的見解ですが。

  僕は小さい頃からインストを聴いてきて、歌が無いという音楽が普通でしたので違和感なくインスト音楽に入れたのかと思います。

  

  -しばらくは日本と韓国のライブが多くなりそうでしょうか。

  

  okapi：最近日本でのライブは少ないかもしれません。製作期間ということもあり、それが終わったらもう少し増えると思います。今はピアノとのインストのデュオもやっています。ごく希に歌うのですが。こちらも力を入れていきたいと思います。

  

  -「ハマルスピカ」ですね。このデュオはどのようなきっかけで始まったのでしょうか。

  

  okapi：ピアノの上村叶恵は大学の後輩なんです。ある人の歌のサポートをしていた時に、キーボードが欲しいなと思っていたんです。僕が引退した後ですが、学校の野外音楽堂でクラブ活動の中で演奏している彼女を見て、いいなと思い声を掛けました。そこから意気投合し、デュオでやるようになり、最近では１枚目となるアルバム「風車 - kaza-guruma -」もリリースしました。

  今後もソロとデュオの活動を並行していきます。ソロでないと表現できないこともありますからね。

  

  -ハマルスピカの曲はデュオのために作っているのでしょうか。

  

  okapi：自分の中から曲が出てきた時に、これはピアノを入れた方がもっとよくなると感じ、ピアノを実際につけてもらっていいなと思ったら、デュオの曲にしています。作り方としては分けてはいません。それぞれのソロでも成り立つ曲もあって、お互いそれらの曲をソロで演奏することもあります。いつも基本ソロでやっていたので、二人で演奏するというのは面白いですね。

  

  -これまでバンドもやられていて、こういったデュオもされているのでセッションは慣れているようですね。

  

  okapi：いや、セッションは得意ではないです(笑)。セッションはもっとうまくなりたいですが、まずは自分から出せるものを表現する、というところに力を入れています。

  ピアノと一緒に演奏するのも実は一苦労で、ピアノからこういう音が欲しいと言われても構造が違うので、指がちぎれそうになって「ちょっ・・それは無理(笑)」というのもあります(笑)。でもレベルアップのいいきっかけにもなりますね。一緒に演奏するまではそこの音をそのように弾く事すら考えつかなかったわけですから。

  

  -ハマルスピカでは組み立てられた曲を演奏されているのでしょうか。アドリブ的な要素もあるのでしょうか。

  

  okapi：アドリブはほとんどないです。曲を作るときは僕がある程度形を作って持っていき、これに色々味をつけていこうという感じです。それがサビしかなかった時など、Aメロ、Bメロをいろいろ試し、じゃあこんな感じでやってみよう、というようになります。だから、アドリブよりもかっちり決める方が多いですね。

  

  -楽曲の幅がとても広いのは様々な音楽が下地になっているからのようですね。「Anger」と「tegami」などは別人が作ったような曲調です。

  

  okapi：そうですね。実は2曲目に作った曲が「Anger」で、3曲目が「tegami」なんです。確かにテイストは違いますね。頭の中に流れているのを何とか具現化するというのが多いです。フルオーケストラで流れてくるものが多く、それをどうやって6本の弦に落とし込むか、というのが一番難しいですね。出てくるものを形にしているうちに、全然違うものが勝手に出来ていたという印象で、特に違うものを作ろうと思った訳ではないです。自由にやりたいようにやってますね。

  でも、1曲だけこういう曲を作ってみたいと思って作ったのは、「stand alone」です。僕の曲はいつも直情型というか、自分の感情を出したものです。ちなみに僕はチャーリーの曲が好きなのですが、彼の曲は夢を見させるというか、小説のページをめくる感じだと思うのですが、僕の曲は実際に経験したことを感情として出すようなものです。「辛い事があっても絶対負けないからな！」みたいなことをモロに出す曲です。でもこういった曲だけではなく、「一回女々しい曲とか作ってみたら？」と言われたんです。なるほど、と思いましたね(笑)そこでちょうど日常生活で大変苦しい時期があって、いろいろなアクシデント、不幸が重なったことに対して、一度、とことん女々しくなってみようと包み隠さず出してみたのが「stand alone」です。アンディ・マッキーが好きなのですが、彼のような曲を作ってみようというのも、奥底であったかもしれません。
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  ■インストには歌詞が無い分、いろいろな景色が見えると思うんですね

  

  -使用ギターについておうかがいしたいのですが、ギターはたくさんお持ちですね。最初はリサイクルショップでの購入ということでしたが、どのようなギターを使われていたのでしょうか。

  

  okapi：最初に安いギターを使っていましたがどうしても欲求不満になって、初めて少し高めのギターとしてAyers(エアーズ)を購入しました。OMのようなスタイルで、まだ量産体制に入る前のものです。これに定春（サダハル）という名前をつけて可愛がっていました(笑)。しばらくは気に入って使っていたのですが、機会があってこの次に購入したのがTacomaです。フェンダー工場になる前のもので、ドレッドノートとスモールジャンボを持っていました。こういう弾き方をしているのでドレッドノートは割れてしまい(笑)、更にその後に購入したのがCollingsのSJです。初めてAngerの映像を撮ったのがSJでした。でもこれは実は既に手放してしまいました。その後に購入したのがCollingsのCJです。これは今でも使っていて、売るつもりはないです。

  その次は横山さんにYokoyama GuitarのSJFを作ってもらいました。さらにこの一年後くらいにYokoyama GuitarのLARという、スケールが少し長いタイプのギターを作ってもらいました。今ライブではかなり使用率が高いギターです。他に所持しているのはアンフィニのドレッドノートのカッタウェイ、ジェフリー・ヤングのトップ、サイドバックがマンゴーのギター、Yokoyama Guitarのバリトンです。ちょっと多すぎでかすね(笑)。

  曲ごとに使い分けたいというのがあるので、どうしても多くなってしまいました。ライブでは何本も持っていける訳ではないので、使うものはだいたい決まってきますね。持っていけるのは大体2本までで、先日ハマルスピカのライブでは車で4本持っていきましたが、これを毎回やるのはしんどいです(笑)

  

  -ギターを4本持っていくのも大変ですが、セッティングも大変だと思います。

  

  okapi：そうですね。さすがに紙に全部書きましたね(笑)。ギターによって特性や強く出る帯域が違うので、切り替えるのが大変でした。

  

  -使い分けは曲の雰囲気などでしょうか。

  

  okapi：そうですね。やわらかい音はこれがいいとか。例えば「stand alone」にはジェフリー・ヤングのマンゴーがいいんですね。熱帯特有の湿った感じというのがすごく合うんです。強い木ではないので、あまり叩けませんが(笑)元々叩くような奏法ではなく、ゆったりとした曲に合うギターですね。

  

  -ギターをライブで複数使用する場合、チューニングを変更する手間を省くケースもよく見られます。そういう使い方はしていないのでしょうか。

  

  okapi：チューニングの変更は実はそんなに苦ではないんです。ありがたいことに小さい頃からのヴァイオリンの練習が生きていると思います。逆に自分のチューニングがずれると気持ち悪くて集中力がなくなるのは弱点ですけどね。

  

  -まだギターの本数は増えていくのでしょうか。

  

  okapi：一通り欲しい音はあるので、これから加速することは……　と言いたい所ですが、まあまだ何とも言えないですね(笑)。ギターをたくさん持ってる人はすごいですよね。1,2本で済んでる人と両極端に分かれますよね。

  

  -たくさん持つ人もokapiさんのようにいろいろなタイプのギターを持つ人と、似ているギターをたくさん持つ人といますね。

  

  okapi：その気持ちもわかりますね。例えば僕は結構服などは好きなタイプのものを集めますが、ギターは価格的にそういう訳にはいきません。弾いてみて「この音は今まで無かった」というものや、そしてそれでいて良いギターだと欲しくなりますね。今までに無かったものを補うようなギターを欲しがる傾向があります。機材も増えていってしまいますね。

  

  -ソロアルバム「after the dusk」を去年リリースしていますね。次回作など予定はありますか。

  

  okapi：そろそろ何か出したいですね。最近はいろいろなものに追われて新しいものができていなかったのですが、少しずつ曲ができそうです。今は楽譜を作っているので、その楽譜を発売後に新しい曲を作っていきたいですね。

  

  -最近減っているようですが、ニコニコ動画での演奏もされてますね。

  「okapiのソロギター放送（猫チラあり）」http://com.nicovideo.jp/community/co624687

  

  okapi：最近製作に時間をとってしまっているのであまりできていないですが、今後もニコ生は続けていきたいです。僕はコンピューター系は割と強いので、こういうのは好きなんです。また定期的にできるようにしたいですね。

  

  -ニコ生ではマイクなのでしょうか。

  

  okapi：基本はマイクで、輪郭をはっきりさせる程度ですがラインも少し混ぜてます。録音の時の機材を使っていて、マイク3本にラインを混ぜています。

  

  -今後の活動の予定はどのようなものがありますか。

  

  okapi：まず中国に行くことになるであろうということと、日本でももっと広めたいので、路上ライブをしていこうかと思います。どこかのモールやフリースペースですね。

  あ、レッスンもやっています。タッピングやアレンジなど幅広く教えていますので、お気軽にご相談ください(笑)。詳細はホームページからご覧下さい。遠方の方にはSkypeレッスンも行っています。

  あとはニコ生をもっとやりたいです。ニコ生でどれだけ聴いてくれる人が増えるのか試してみたいですね。

  

  -今までもニコ生を見てライブに来た方などいらっしゃいますか。

  

  okapi：はい。ニコ生を見てからソロギターを聴くようになったという方もいますね。ニコ生は活動の主力というよりは、活動の一環として行いたいと思います。

  

  -最後にギターファンにメッセージをお願いします。

  

  okapi：純粋に色んな音を楽しんでいただきたいですね。色んな楽しみ方があると思いますが、純粋に音を楽しんで頂けると、弾く側には何にも代え難い楽しみがあります。インストには歌詞が無い分、いろいろな景色が見えると思うんですね。同じ曲を同じように弾いても聴く人によって景色が全然違います。それがインストのいいところだと思うので、肩肘張らず、楽しんでいただきたいな、と思います。あと、ギターはあまり叩き過ぎないように(笑)。

  

  【2014年7月1日東京都内にて】

  


  


  okapi　 http://okapi-music.com/

  

  1984年神奈川県生まれ

  3才からヴァイオリンを習い始め、5才から名倉淑子に師事。

  17才からエレキギターを始める。

  21才の時にチェット・アトキンス、押尾コータローなどの楽曲を聴き、アコースティックギターに転向。

  2006年新星堂主催のオーディション「CHANCE!06」で、ベストギタリスト賞を受賞 。

  2007年NHK北見放送局の天気予報のBGMに自身の楽曲３曲が使用される。

  2009年、ピアニスト上村叶恵とhamalspica(ハマルスピカ）を結成 。

  2012年3曲入りCD「Sakigake」にてデビュー。

  2013年フルアルバム「after the dusk」リリース。

  2014年ハマルスピカのファーストアルバム 「風車　~kaza-guruma~」リリース。

  

  プロフィールの詳細はこちら→http://okapi-music.com/profile/



  [広告]sign-pole records
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  探訪〜アンフィニカスタムワークス

  


  

  (バックナンバー：Acoustic Gutar World vol.41より)

  

   ギターのリペア、ピックアップシステムの提供からギター製作まで幅広い活動をしているアンフィニカスタムワークスの藤岡さんに、最新のプリアンプ「R-ZERO」のお話も含め、そのコンセプトやギターに対する思いを語っていただきました。
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  ■ギターを演奏するにはその人に合った調整をするべきなのではと思ってきました

  

  -アンフィニカスタムワークスというのは、チューンナップを始めリペアやピックアップ取り付け、プリアンプR-ZEROの開発等とても幅広い業務内容となっています。どのようにして始められたのでしょうか。

  

  アンフィニカスタムワークス藤岡光徳(以下、藤岡)：元々は楽器、ギターを弾いてはいたのですけど、製作や調整に興味があった訳ではなく、最初はレコーディングエンジニアを目指していました。最初に入ったのはキティのスタジオで、安全地帯や久保田利伸さん、浜田省吾さん、是方博邦さんのレコーディングやアニメ「めぞん一刻」のオープニングなどの編集に関わってきました。

  レコーディングでの現場では、始まる前などに機材の手入れをするんです。ジャックやプラグ、フェーダーなどを丁寧に掃除したりするのですが、こういうことがすごく楽しくなってきました。もちろん最初はレコーディングエンジニアを目指していたのですが、元々好きだったこともあって、機器に対する興味が強くなってきて、オーディオの仕事に携わるようになりました。プロ用オーディオ機器の開発やメンテナンスなどをしていましたね。

  何せ小学校3年生の時からハンダごてを握っていたので当然と言えば当然ですね。

  専門学校時代にも、PAスタッフとして松山千春のツアーなどに同行させていただきました。

  

  -ギターとはどのように関わってきたのでしょうか。

  

  藤岡：いくつかのプロオーディオメーカーで設計やスタジオメンテナンスの経験を積んだ後にEXproと言うワイヤレスシステムで有名なメーカーのご紹介で、ご縁が有りギターメーカーであるフェルナンデスでギターアンプの設計やアクティブサーキットの設計、カスタマイズ、エフェクターなどのメンテナンスなどの仕事をしました。フェルナンデスではデジテック社のエフェクターのメンテナンスを始めギターアンプで有名なHIWATT社のギターアンプの復刻やacousticと言うベースアンプの復刻などを手がけました。実はフェルナンデスの社員であると共にHIWATTというメーカーの社員でもあったんです。

  またその時にKorgさんやYAMAHAさんと組んで、6弦ベース用のベースシンセのカスタマイズなども行っていました。この時にベースシンセ用のピックアップトランスデューサーいわゆるピックアップを自分で巻き始めたのが実際にピックアップを作り始めるきっかけにもなっていますね。

  そして当時同じ会社にいたTAKU SAKASHITA（坂下　拓）との出会いが、ギターそのものに関わるきっかけになりました。残念ながら彼は不幸な事故で亡くなってしまいましたが、彼の考え方を聞いているうちに触発されてしまったんです。当時フェルナンデスのギターはXジャパンや布袋寅寅泰などプロギタリストも多く使用している人気のあるメーカーで、それらのモデルを数多く生産していました。またエレキギターメーカーの色が強いですがバーニーというブランドでGIbsonのJ-45等のコピーモデルを現ヘッドウェイの百瀬氏の監修で出していたり、フェルナンデスギタースクールの学長は茶位さんであったりと実はアコースティックな楽器にも関わりは深かったんですね。そしてここで感じたのは、プロに渡すためのギターというのは大抵専用に作られていてそのギタリスト用にきっちり調整が行われて渡されますが、一般に販売されているギタリストモデルというのはあくまでも一般ユーザー向けなので、それほど細かく調整している訳ではありません。弾き手によって個性がそれぞれあるので、どんな人でもとりあえず差し障りの無い、無難な状態でセッティングされているということですね。そうしないと幾ら弾きやすくてもクレームになってしまうんですね。でもプロのギターとは全く違う。こういうのを見て、ギターを演奏するにはその人に合った調整をするべきなのではと思ってきました。今ではこれをチューンナップと言っています。お店で販売されているギターは同じモデルであれば大体同じような弦高などでそのまま販売されていますが、購入する人は力のある男性だったり、女性だったり、握力の無い男性だったり障害があったりと様々で、握力のある男性だったらFコードを押えられるけれども、女性や握力の無い人だったら押えにくい、ということになります。それではなかなかギターが上達しません。少し弦高を下げるだけで押えやすくなり、スムースに曲を弾くことができるようになります。そうすると、どんどん上達しますね。そういったことを考え、その人に合わせたギターのチューンナップ、リペアを始めるようになりました。

  また、ギターのアクティブサーキット回路自体も設計のシミュレーションと、実際にマウントしたときに音が変わる、と言う事が分かりました。それはギターの振動が電気回路にも影響をしてしまうと言うこと。

  じつはアンフィニがパッシブピックアップに拘るのはこれがあったからなんですね。

  アクティブのピックアップシステムはギター内部にプリアンプの回路が内蔵されます。しかしギターの振動により揺さぶられた抵抗やコンデンサーは固有の音を出してしまうんです。一般的にはそれよりも信号に乗るノイズ特性の方に目が行ってしまう。実際ピックアップからの信号経路が長くなればなるほど小さな信号ではケーブルの損失による減衰やノイズの影響が出てきます。なので可能な限りピックアップの近くにプリアンプ、いわゆるバッファーをおくことで減衰する前に信号を持ち上げてやるわけです。そうすると減衰の少ない、またノイズの影響が極めて少ない信号に強化してあげることが出来るので扱いがし易くなるんです。

  でも僕はそのメリットよりも、回路が揺さぶられることで出てしまう不快な信号が気になってしまった。

  だからギター内部には電気回路を入れたくない、何よりも重い物を入れたくないのと電池などの煩わしい物はとにかく入れたくない。そう考えるとパッシブが必然となったんですね。

  だからその性能を可能な限り高い次元で発揮出来るアンプを作るというのが夢だったんです。

  少しずれましたがアンフィニというのは実はそういったメーカー時代から副業としてプロを限定に20年以上やってきたのですが7年前にあるきっかけで一般の方のギターを手がけることが有りその後口コミでお客様が来るようになり、正式に一般のお客様の受け入れを始めたのが7年前です。

  

  -一般的には新品のギターは弦高が少し高めに設定されていると思います。ただ下げるだけではないということでしょうか。

  藤岡：そうですね。初心者は弦高が低い方が弾きやすいですが、プロになるとそういう訳ではありません。初心者でも最初は低い弦高で弾いていても上達したら弦高を上げた方がいい場合があります。しかしただ低ければ良いとか高ければ良いという事では無く、やはりバランスが大事になります。例えば、ギタリストの矢後憲太くん(http://acoustic-kenta-y.jimdo.com)は右手の技術がどんどん向上して表現力がつけられるようになってきたのと同時に、弦高を高くしてきました。今は6弦が3.8mm、1弦が2.8mm位の弦高で弾いています。普通の人ではこれだけ高い弦高ではなかなか弾けませんが、矢後くんはこの弦高で様々な表現をしています。

  しかし弦高が高ければいいという訳でもなく、低い状態で表現を出すこともできます。西村歩さん(http://www.ayumusic.com)は6弦が1.8mm、1弦が1.2mm位です。普通の方がちょっと強く弾いたらびびってしまう弦高ですが、西村さんは見事な表現力を披露しています。チューンナップというのはそれぞれ人にあった調整というのが必要ということです。

  またギターのチューンナップは1回やったから終わりでは無く技術の向上に合わせて少しづつそれに合わせて行くと言う事も重要です。

  例えばこんな事があります。チューンナップをした直後はとても弾きやすいのでがんがん弾くわけです。しかし時が流れるにつれて、演奏技術はどんどん向上していくわけですが、そうするとそれまでの調整では物足りなくなってくるんです。ここで本人が気がつけば調整に来てくれるんですが、場合によっては合わなくなってきたことがチューンナップが悪いという風に考えてしまうことがあります。実は自分が上手くなってるんですけど、その辺はコミュニケーションが取れているかどうかと言う事なんです。なので、何かあったら言い合える関係になれるととても良いですね。
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  ■ギター製作家と呼ばれるのは嫌というか恥ずかしいんです

  

  -チューンナップ、リペアだけでなく、ピックアップシステムもありますね。

  

  藤岡：ピックアップを本格的に手がけるようになったきっかけは当初、自分でも試行錯誤をしていたのですがある時、M-Factoryのピックアップシステムに出会えて、惚れ込んだんです。そして当時中川イサトさんにご紹介いただいていきなり電話をかけたんですが三好さんも快くお話を聞いていただいたんです。そして三好さんにいろいろと聞いたりお話ししたりして、本当に勉強をさせていただきましたというか、いつも勉強させていただいています。もう足を向けて寝ることは出来ませんね。しかし何時までもその形をなぞっていても自分のキャラクターを作りだすことは出来ないので試行錯誤の上、現在のピックアップは完全にアンフィニのオリジナルです。ピックアップ部で使うシールドも特注で100ｍで15万円ほどします、あとプリアンプもM-factoryにお願いしてアンフィニ仕様の物を製作して貰っています。良くM-factoryとの違いを訊かれるのですがM-Factoryではプリアンプをギターに内蔵している、いわゆるアクティブシステムで構築されていますが、アンフィニではギターの内部にはプリアンプを搭載せず、コントローラーに内蔵していただきました、それがPM-200efと言う製品で、内部の基板や回路自体はM-factory #202システムのギター内蔵のプリアンプとPM7コントローラーと基本的に同じ物です。

  基本的にと言うのは、アンフィニのピックアップがダイナミックレンジを重視しているため他のピックアップに対して少し出力が小さいんです。その為M-factoryのシステムや、三木楽器さんでやっているPM-200では20倍の増幅率なんですけどアンフィニ仕様だけは30倍に設定して貰っています。なので型番もアンフィニの仕様であることが分かるようにPM-200の後にアンフィニのイニシャルであるefがついてPM-200efと言う風になってるんです。

  それ以外の基盤や回路そのものは同一なので全く同じと行ってもいいと思います。

  入力も一般的なステレオフォンジャックになっていますのでアンフィニのピックアップ以外にも多くのピックアップに対応していますし何よりもM-Factoryの優れた音質のプリアンプをより多くのお客様にご使用いただく事が出来るようになりました。

  またPM-200efは将来的にM-Factory #202システムへのアップグレードが可能であることも知っていただきたい部分です。最初は少し予算を抑えておいて、ここぞと言う事に本システムへ差額で切替が出来ると言うのは、丸ごと買い換えなくても済みますのでサウンド面でも負担の面でも素晴らし いシステムであると言えますね。

  

  -あと、リペアだけでなくギターの製作もされていますね。

  

  藤岡：ギター製作はあまり中心ではないのですが、ピックアップをつけることを前提に、いろいろと試しながら作っています。実際にはピックアップ用のギターというのは無いんですけど、僕はあまのじゃくなので他の人がしないことが好きなんですね。実際スタジオミュージシャンの多くはライブ用途と、レコーディング用途でギターを変えることも多いです。

  例えば一般的なドレッドノートは共振周波数の兼ね合いで少し低域がブーミーになりがちなので、どうしてもEQ処理でその辺を押さえていく必要がある。でもOOOやOMと言ったサイズのギターを使うとその辺がすっきりとするんですが、絶対的な音量感や太さではドレッドにはかなわない。 ピックアップの場合もその特性は結構そのまま出てしまうので特にコンタクトタイプのピックアップはそれが邪魔をしてしまう場合が有ります。 なので、そういった部分をコントロールしたギターを作ってみようと。

  

  -どのようなタイプのギターでしょうか。

  

  藤岡：ボディサイズや材料は様々で、1本1本皆異なっています。リペア等の合間に作っているので本数は少ないですが、気に入っていただいた方が購入されています。なので、ギター製作家と呼ばれるのは嫌というか恥ずかしいんです。製作は中心ではないので。ただいろいろな可能性を探ったり、今自分がが考えているチューンナップやサウンドの方向性が正しい方向に向かっているのかを確認するためにそれを形にしているという感じですね。

  基本はドレッドノートサイズが中心ですが、アンフィニオリジナルのスモールドレッドというサイズが評判良いですね。ぷう吉君が使っているのもこのサイズです。 元々は自分が五十肩でドレッドが好きなんですけど肩が上がらなくて長時間弾いていられない、じゃあドレッドのサウンドをOMサイズの弾き心地をと言う事で考えたサイズなんですが、自分としてもとても気に入っているボディシェイプです

  ブレイシングパターンも現在は2種、一般的なXブレイシングをアレンジしたタイプと、ラティスブレイシングを研究しています。

  材料も高級な材を使用するということでは無く個人的に好きなインディアンローズウッドとシトカスプルースという組み合わせを基本としています。最近はジリコテが好きでこれから何本か作る予定です。
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  ■プロの現場、特に録音の現場でもきっちりと使える製品を作りたかったんです。

  

  -先日、プリアンプのR-Zeroを発表されましたね。プリアンプが重要であることを理解しているギタリストは多いですが、その内容、価格とかなり驚かれていると思います。(R-Zero　http://news-info.enfini-customworks.com/?eid=37)

  

  藤岡：はい、そうなんです。ピックアップを搭載したギターの音をいかにナチュラルに増幅させるかと、今までいろいろと考えてきましたが、結局何もしないことがいいと思いました。

  ほとんどのピエゾピックアップはギターの個性を無視して、プリアンプで補正をしてあげればいいという製品が多かったんです。もちろんそれが悪いと言う事では無く、あくまでも考え方なので適材適所と言うべきかもしれませんが、いろいろな特性を見た時に、あまりに音を劣化させてしまう要素が多すぎて、自分としては我慢ができませんでした。安い割にはいいだろうというのはありますが、安くていいものというのは存在しないというのが僕の考えです。そういった中で、せっかく気に入ったサウンドのギターを手にしているのですからその音を出来るだけピュアに再生してあげたい。プレイヤーに煩わしい思いをさせたくないし、オーディオ的にも優れた音を聴いてほしいと思いました。

  今まではM-Factoryという素晴らしい製品があり僕自身も惚れ込んでいるシステムですが、ずっとプロ音響の世界で仕事をしてきて僕としてはもう少し違うアプローチをしたいと思いました。プロの現場、特に録音の現場でもきっちりと使える製品を作りたかったんです。まずはピックアップを増幅する回路から入って、そこでどういう特性を持たせるとどういう音になるのかということを、かなり多くのパターンで実験をした結果、実は何もしないのがいいのではないかという結論になって、いかに入ってきた音を崩さないで持ち上げることができるのか、それはレコーディングのマイクプリアンプの考え方と全く同じなんですね。いかにマイクロフォンが拾ってきた音源をそのままの状態で増幅してあげればいいかと思った時に、複雑な事をしないでできるだけシンプルにその音を持ち上げていくことで、プリアンプが持っている特性を排除していくことができるということを念頭として作り始めました。もちろん意図的に特性を加味した物も多数あるのですが今回はまずピュア、それを重点的に意識しました。

  技術的には、一般的にはギター用のピックアップは特にピエゾ素子を使った物はどうしてもゲインが低いのとピックアップの持つインピーダンスがとても高いと言う事があります。通常HA（ヘッドアンプ）はオペアンプを使用して増幅を行いますが、ピックアップのインピーダンスが極端に高いピエゾ素子の場合はインピーダンスを変換してあげる必要があるので一般的にはオペアンプの前にFET等の素子を使用して受け入れが出来る様にします。でもそれが音を変化させてしまう場合が多いんです。僕としてはその癖を出来るだけ排除したかったのでオペアンプの選び方はもちろん周辺回路の工夫でそれらのFETを使用しないで入力をしています。そうすると驚くほどそのまんまの音が出せることが分かりましたので先ずはその回路を洗練させることから始めました。そしてダイナミックレンジを十分に発揮させるため電源は±15V、30Vで駆動しています。

  

  -まずどのような特徴があるのでしょうか。

  

  藤岡：一番始めに決めたのは、今までのギター用プリアンプになかったステレオでのセンドリターンが出来る事です。特にエフェクターを入れた時の使い方として、プリアンプからエフェクターに行って、エフェクターから出力してPAさんに送り出す。もしくはレコーディングのミキサーに送り出す。そうすると信号は必ずシリーズでの接続になってしまいます。これが繰り返されるうちに、どんどんノイズレベルが増えていきます。レコーディングの現場ではほとんどパラレル、センドリターンでエフェクターをかけていくという手法が主体です。そうすることでドライサウンドがダイナミックレンジを維持しつつ、エフェクターの音を加えていく。ほとんどのCD、レコードはそういうエフェクターの付加の仕方をしてます。

  

  -プリアンプとしてはつまみがかなり多いように思えます。

  

  藤岡：そうですね、でも実は多く見えるツマミも実はシンプルな構成の中で必要なものを付けた結果なんです。プレイヤーさんが欲しいと思う機能を出来る限り盛り込んであげようということで、入出力ジャックが多彩になったので、サイズが大きくなってしまいました。なので、でかい、重い、高いの三拍子が揃っています(笑)。

  値段に関しては、確かに高いというイメージを持っているかと思います。今までの楽器用のプリアンプは安いものは1万円くらいから、高いものでも5万円前後くらいでした。R-Zeroでは使っているパーツも吟味しまして、例えば秋葉原、日本橋などで買える部品というのは、抵抗、コンデンサ、オペアンプくらいしかありません。あとのパーツは全て特注です。シャーシもサイズを決めてから全て板金で起こしてます。少しでも重量を軽くするために、固めのジュラルミンをなるべく薄く使っています。重量のほとんどが電源トランスです。電源トランスを採用した理由というのも、ACアダプタでは僕の満足がいく音響特性がどうしても得られませんでした。ACアダプタを別に持ち歩くのも煩わしいかという思いもあり、電源ケーブル一つでつなげられるようにしました。

  なおかつ、ぷう吉くん(http://ameblo.jp/pukichi1310/)がオーストラリアとか海外に行きたい、ということもあったので、最終の段階でワールドワイドの対応しようと急遽仕様の変更を行い、100Vから240Vまで全ての電圧で使える工夫をしています。

  またツマミが沢山あるトーンコントロールですが、今までのトーンコントロール回路ではトーンコントロールをいじることで位相が大きくずれてしまいます。これはそれらのEQの回路がCR型で構成されていることが多くツマミを大きく操作すると音が急に変化したり、思ったところに調整の範囲がいかないことが大きかったんですね。イコライザーは音を作るのにも使うのですが、音のニュアンスを補正するために使ってほしいという意味合いがあったので、通常のシェルビングカーブというトーンイコライザーではなく、ピーキングカーブを持たせたパラメトリックイコライザーの方式を採用しました。それを採用することで、欲しい帯域をピンポイントで調整をしてあげることができます。ギターのおいしい所、いらない所をピンポイントでブースト・カットすることで、全体のトーンバランス、ニュアンスを変化させることなく、必要な部分をコントロールすることができるようになります。元々パラメトリックイコライザーというのは、ミキシングコンソールとか、マスタリングの時に対応されるイコライザーですが、今までは楽器用のイコライザーはほとんどシェルビングカーブという一定の周波数から上、もしくは下を大きく変化させるタイプが主で、使い方次第で音質等全てが大きく変化してしまうんです。大きく変化するのでいじりがいがあるイコライザーなのですが、場所によって細かい調整というのができません。ミキサーなど使い慣れてくるとわかってくるのですが、もう少し細かい調整ができた方が使いやすいというところを主体にして考えてきました。実は僕はベース弾きでもあるのですが当時使っていたプリアンプでtc.electoronicの1140というパラメトリックEQを搭載したプリアンプを使用していました。ベーシストには定番と言われていた製品でパラメトリックEQの操作性に衝撃を受けました。しかし20dBの変化幅は、動きが極端で大きすぎるのと何ともノイジーなのですが、必要な部分だけを操作出来るというのは何物にも代えられない操作感でした。そのイメージもあってR-Zeroでは始めからパラメトリックイコライザーで行こうと考えました。

  そして、パラメトリックイコライザーは性能的にも高性能なものが作りやすかったので、音色は変わるけれども、音質は変化しないというコンセプトをクリアするものができました。イメージはマスタリング用のEQ特性を目指しました。プラスマイナス15dBのカット&ブーストが出来るのですが、思い切り動かしても、音質の変化がほとんどなく、ノイズの増減が少ないです。

  あと、一番の目玉はバランスアンプです。バランスアンプは非常に高性能な業務用レベルのものを搭載したことによって、音やせがなくダイナミックレンジが広い、音の太いバランス出力が得られるようになっています。なおかつ、全ての出力に対して適正なバッファリングを行っていますので、全ての出力を同時に使った時でもゲイン落ちや信号の減衰が全くありません。全ての端子を是非使っていただきたいです。これまでのテスト期間中に実は一番多かったのがPAのエンジニアさんのコメントで、「こんなにちゃんとした信号が来たのは初めてだ！」と言って貰えたこと。楽器用のプリアンプの多くはここが上手くないんですね、そしてパッシブのD.I.等を噛ませるとさらに出力がダウンしてしまうので対応としてミキサー側のヘッドアンプでゲインを稼がないといけない。

  でもR-Zeroではアンバランスでもバランスでも規定レベルがちゃんと出力される。だからミキサー自体もSNの良い部分でキッチリと音を出して貰えると言う事なんですね。なので最終的に出音が綺麗になるという結果が得られるわけです。ここは完全にプロオーディオの発想ですね。

  R-Zeroの基本的な構成としてはミキシングコンソールの一つのモジュール、ステレオモジュールを抜き出して搭載したものと思って構いません。操作感のモチーフはSSLというミキシングコンソールをモチーフとしています。そのためにプロ用のミキシングコンソールを使ったことがある人には馴染みがいいというか、なるほどねと言ってもらえるデザインになっています。最近ではDAWなどでパラメトリックEQを使っている方も多いと思いますので、そういった方には違和感が少ないようです。あと個人的な部分でNEVEにもかなり好きな部分があってデザイン上のカラーリングではNEVEカラーでシャーシを仕上げています。

  それと、徹底的に意識したのはクロストーク特性。こういった2チャンネル構成のプリアンプではお互いのヘッドアンプの音が別のチャンネルへ漏れて混入してしまうという現象が起きやすくなります。　サイズを小さくしていくとどうしても信号が通るラインが細く近くなってきてしまうので、その音漏れがどうしても発生しやすくなります。R-Zeroでは今回可能な限りそれぞれのピックアップの音をミキシングさせるまでは汚したくなかったので、信号ラインと信号ラインの隙間にダミーパターンを挿入して漏れ信号をブロックしています。そういったブロックパターンを要所要所意図的に挿入することで、とてもクリアなクロストーク特性が得られています。またアースラインにも工夫をしています。恐らく楽器用アンプでここまでのことをやった物は無いと思います。でもそのおかげで本当にピュアなサウンドが実現出来ましたが、デメリットとしてどうしても基板を大きくせざるをえなかったと言うことがありますね。　

  信号の経路はトップパネルにブロック図を書いているのですが、ヘッドアンプがあって、ヘッドアンプの後ろにインサーション端子を付けています。ここで各ピックアップに個別にエフェクト・インサーションができるようになっています。モノラルのインサーションですけれども、ダイナミクス系（コンプ・リミッター）やEQ等個別にエフェクトをすることができます。レコーディングの時には非常に有効な手法になっています。またこの端子はスイッチによりダイレクト出力としても機能します。HAの直後にアウトを付けていますので可能な限りそのままのサウンドを取り出す事が出来ます。またメインの出力とダイレクト出力は同位相で出力されるのでメイン出力とダイレクト出力にエフェクト処理をしたものをミックスして使うことも出来ます。そしてその次にパラメトリックEQ回路があって、チャンネルゲインがあってミキシングした後にセンドリターン、そしてマスター・ゲインコントロールという形になります。ミキシングコンソールを使用したことがあれば「あ～」という感じになると思います。このセンドリターンにも工夫がしてあって、信号が出ていってエフェクターから戻ってきたものをドライ音でミックスしていくというごく標準のセンドリターンの他に、リターンの回路をシーソーバランスの回路にしてありますので、時計方向に回し切りにするとドライ音を完全に消してしまうことができます。エフェクターに出ていった信号が100%、エフェクターから戻ってきた信号をダイレクトにバランスアンプから出力することができます。100%エフェクターに行った信号が戻ってきますので、エフェクト上のミックス、ボリュームを使っていただいて、ドライ音とウェットのミキシングができます。

  今までプリアンプがあって、シリーズでLXP-1等のエフェクターをつなぎ、ミキサーへという図式がこの中で出来上がってくるんですね。この二通りのエフェクトミックスができますので、今まで慣れてる部分から入っていただき、徐々にドライ音の使い方を覚えていただいて、R-Zeroの素晴らしいドライ音を活用していただけるととてもうれしいですね。
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  -素直に音が出るということは、演奏のアラも出てしまいそうです。

  

  藤岡：その通りです、欠点としては、入ってきた音をそのまま出してしまうので、指先のニュアンスが難しいです。タッチの表現を全て音として表現しますので、爪が荒れていてもその音が出てしまいます。演奏技術としては初めて触ると難しいと思いますが、ある方が言ってくれた言葉がとても印象に残っていて、「これで弾けばうまくなるね」というのがすごくうれしい言葉でした。客観的に自分の音をモニタリングできるというのは、とても出音に対してストイックになれる要素ですね。人前で演奏するという時には、自分が気付いていなかったことが、自分の耳に客観的に聴こえ、技術の向上につながります。

  

  -メーターも付いてますが、どのような機能でしょうか。

  

  藤岡：先ずはピックアップ・キャリブレーションモードでピックアップのゲインを調整する時に、ミキシングコンソールだと必ずインジケータやメーターが付いていて、インプットされたゲインを調整するためにメーターを見ながら調整できるものです。楽器のプリアンプでいろんな機能がついているものはなかったのですが、あえてその機能を取り入れてます。どうなるかというと、ギターをつないだ直後に、「send」のボタンを押すとLEDの表示位置が変わります。VUメーターモード時は真ん中に1個ですが、上下2個になり、HAへのインプットの信号を見るように切り替わります。弾いた時に上のメーターはPickup1(通常はコンタクトマイク)の信号、下はPickup2（マグネットピックアップ）の信号を見ています。ここは出力ボリュームゼロでも見れるんです。ヘッドアンプに入っている信号がどのくら いの大きさで入ってくるかをモニタできるので、これを見ながら適正信号に調整することができます。ピックアップが変わった時に調整すれば、常にいい信号がヘッドアンプに入っていきます。この状態で切り替えるとVUメーターになります。VUメーターになると、各ピックアップ最終の出力を見ることができます。これが大きな機能の一つですね。今まで勘でやっていたことを目視で確認することが出来るんです。なおかつ、出力のVUメーターをつけることによって、出力の直前の信号をモニタリング出来ます。このドットがついているところが0VU、出力でいうとアンバランス出力で-10dB、バランス出力だと+4dB。それがきちんと出ているポジションになります。ここに合わせる事で、PAさんに適正な信号を送り出していけます。

  また、HAのヘッドルームは+30dB持たせていますので生半可な入力ではクリップしないでクリアなサウンドが取り出せます。さらに各チャンネルのゲイン、マスター共に2時のポジションが規定レベルいわゆるユニティーゲインで最大+8dBのゆとりを持たせていますので、＋8dB迄のブースチ 7も可能です。

  なので演奏中もう少し上げたいと言う事も可能になってくるわけですね。

  信号としてはPAさんとのやり取りはやりやすくなって、ギターを変えた時でも簡単にここで調整できます。音が出ればいいというのではなく、いい音を出そうというアプローチです。これらは今までに無かった面白い機能の一つだと思いますので、この辺がうまく伝わるといいですね。

  あと、付属的な部分としては、チューナーが入っています。ミュートにするとチューナーの機能がオンとなります。それと、外部チューナーが使用出来るチューナーアウトを付けていますが、出力はPckup1.2が選択出来ます。

  またこの出力にもバッファーアンプを入れていますのでちゃんとしたオーディオ信号が出力されていますので第3のダイレクト出力として使うことも出来るんです。

  

  -すでにプロギタリストが使い始めていますね。

  

  藤岡：最近では池田聡さんがメインとして採用してくれました。彼は開発段階から話をしていて、出たら使うよと言ってくれていて、実際に音を聴いたら、お渡しした翌日からライブで使っていました。ソロギターの方だけではなく、歌ものの方にも是非使っていただきたいですね。

  使っていただいたプレイヤーさんは、「すごい」としか言っていません。どこがいいとか悪いとかではなく、ただ「すごい」と言ってくれるのはとてもうれしいです。理屈ではなく、感覚的、体感的に「すごい」と。僕にとって一番印象的だったのは、ギターを弾かないお客さんから、今日は音がきれいでしたね、と言ってくれること、先にも言いましたがPAさんがこんなまともな信号が来たのは初めてだと言ってくれたことです。

  購入していただいた方はここで試奏をして、その場ではこの値段なので決まらないのですが、数日すると連絡が来るんです。ご自宅の機材につないで使っていると、この音が忘れられないと言って連絡をいただきます。今までいいと思っていたものも、もちろんいいんです。比較した時になるほどね、と思っていただける音のバランスの良さは非常に大きいと思います。

  あと、ライブでは大きさというのが、プレイヤーさんの持ち運びに耐えられるかというところです。西村さんは確かに大きいし重いけれども、もう戻せないと言っていただいたのは嬉しいですね。最終的にはプレイヤーさんがどこまでのサウンドを欲してくれるのか、本当に求めてくれるのであれば、決して重くないと考えています。

  

  -使用するピックアップは、どのようなものでも問題ないのでしょうか。

  

  藤岡：そうですね。結果として面白かったのが、うちでやっているコンタクトピックアップ＋マグネットピックアップだけではなく、様々なピックアップをつなげた時にすごく自然な音がしました。今までピックアップのクセだと思っていたことが、実はプリアンプが作っていたクセだということが大きいです。特に多くの方に驚かれたのが、フィンガーピッキングの方で愛用者の多いサンライズですが、サンライズはエレキくさいと言われる方も多いんです。R-Zeroでサンライズだけで通すと、今ブレンドしていますか、と聞かれます。サンライズだけというと驚かれますね。今までサンライズのクセだと思っていたエレキくさいクセというのは、サンライズのせいではないということもわかりました。他のマグネットピックアップでもとてもきれいな音なので、シングルチャンネルでも使っていただくことは効果的です。

  特に生嗜好というか、自然な音を求める方には、この上ないプリアンプだと思います。ピックアップの先入観を持たれている方が多いので、なんとかそれを見直していただけるきっかけになればいいと思います。

  いかんせん大きいし値段が高いですが、作り手のエゴではありますが、それだけの技術とパーツを投入しています。今まで見た事が無いコンセプトだし、つまみがたくさんあることもそうでしょう。使ってみると難しいものではないので、是非一度使ってみていただきたい。積極的にお貸し出しもしますので、声をかけていただきたいです。使ってみれば内容をご理解いただけると思います。見ないで評価するのではなく、見て評価していただきたい作品です。

  余談ですが、使った測定器も非常に高価なものです。最近はエフェクターのメーカーさんでもそのメーカーさんの測定器を使っていることをアピールしてきているのですが、R-Zeroでもその測定器を使って全て計測しています。ベースモデルでも1台500万円くらいするので、その測定器があるところにいって、計測していましたが、今後メンテナンスをしなければいけないので一つ下のモデルですが購入しました。それでも250万ほどの価格ですが万全の体勢でサポートして行きたいと考えて導入しました。

  あと、R-Zeroを作るにあたって、実は楽器業界の人は誰も関わっていないんです。全てプロ音響の人たちです。業務用オーディオの開発をしているエンジニア、レコーディングのエンジニア、マスタリングのエンジニア。最終的な部分での煮詰めの段階での要所でそれぞれプレイヤーさんにご協力いただき、アドバイスをいただいています。

  

  -アマチュアとしては、単純な価格もそうですが、プリアンプにお金をかけるという意識を持つことが難しいのかもしれないですね。

  

  藤岡：仰るとおりだと思います。多くのお客様から値段などからプロ向きですねと言われるのですが、いい音を求めるのにプロもアマも関係ないと思います。ギターを買う時は、プロだからこのギター、アマチュアだからこのギターと分け隔てしませんよね。こういうハードウェアになると、そういう風に思う人が多いようです。自分の腕前がこうだからもったいないと言う必要もないです。いい音でモニタリングしていくことで演奏技術は向上していきます。僕はギターもハードウェアだと思うし、こういったものもハードウェアだと思うし、メンタル面で変な意識を持たなくてもてもいいのではないかと思います。

  もちろん常々使うものではないと考えると高いものではあるので、大まかな目安として、週一とかでライブをされている方は考えてほしいですね。いい音を聴けばお客さんにもわかりますしね。弾いてる本人はもちろんですが、聴いているお客さんの反応も違います。

  あと、ピックアップそのものに対する理解度というのはまだまだ浸透していないところがあり、一つの拡声器としての位置づけが大きいんです。でも音に対してのこだわりというのは皆さんお持ちで、ピックアップの音が自然だ、ナチュラルだということは大嘘だと言われる方もいます。これは解釈の違いがすごく大きくて、ナチュラルの解釈、感じ方が違うんですね。そういったことを口にされる方のほとんどはピックアップの音を嫌い、生音を好みます。マイクで録った音が最高だと言われます。もちろん、これは当然のことです。ピックアップの音がナチュラルだということは嘘だということは重々分かります。空気振動である生の音と、振動を電気振動に換えるというコンセプトが元々違いますからね。ピックアップを作る側としては、いかにギターの特徴を出すことを主体として作っているはずです。ピックアップの音が生の音であるという台詞をそのまま受けてしまうと、ピックアップの音が許せないとなってしまうのですが、必要なところで必要な特徴が出てくれば僕はいいと思います。生の音を出したいということは常々思っていて、出来る限りそれを目指してはいますが、永遠に高いハードルかとも思っています。

  

  -今後、他の製品の予定はありますか。

  

  藤岡：現在コンデンサ−マイクを開発中で、これをギターの中に気軽に取り付けられるようにしようとしています。2014年の春頃にできればいいなと思います。

  特にR-Zeroに関しては、コンデンサ−マイクに対して電源を送れるファンタム電源を搭載していますので、ダイレクトにつないでスイッチを入れれば電源を送れます。

  形もいろいろ考えていて、セッティングに困りにくい形状にしてあげたいと思っています。今のところはR-zero用のを一番最初に出しますが、PM-200efなどでも使えるように電源を搭載できるタイプのものも作ろうと思っています。これは期待していてほしいです。

  マイクエレメントもいくつかの特性を特注でオーダーして現在テスト中です。
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  -今でもマイクはあると思いますが、これまでのはどうなんでしょう。

  

  藤岡：やはり難しいんですね。どうしても設置環境の兼ね合いでプリアンプで音を作らなければいけないというのがあるので、できるだけそれをクリアしていきたいと思っています。ギターの中というのは音の渦なので、箱が持っている固有の共振しやすさなどをクリアしていかないと、ハウリングが起こりやすい。そうするとサウンドホールに蓋をしなければ使いにくくなります。なるべくそこをクリアして、気軽に使ってもらえる、音のいいコンデンサマイクを作りたいですね。

  

  -最後にメッセージをお願いします。

  藤岡：アンフィニでは出来る限りお客様の話を聞いて仕事をしたいと思っています。何かあれば気軽に声をかけてくれればうれしいですね。お客様の意見をできるだけ聞いて、とにかくいい音を作る事を考えていきます。
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  【2013年12月7日アンフィニカスタムワークスにて】

  

  アンフィニカスタムワークス　http://enfini-customworks.com



  矢後のひとりごと

  


  今号から始まる新連載です。

  平成生まれのギタリスト矢後憲太氏は高度なテクニックと繊細な音作りで素晴らしい音楽を奏でます。ここでは通常の教本とは異なる目線で、さらに深い視野や概念、指先のテクニックにいくまでの根本的な話など、意識していればギターをより楽しめるような話をコラム的に掲載します。短期連載の予定ですが、好評であれば長期になるかも？

  


  ・まえがき

  

  　読者の皆様、はじめまして、このコーナーを数回にわたって担当致します、矢後憲太と申します。

  まずはこのコーナーの趣旨について、軽くご説明したいと思います。

  　今回この連載を執筆するにあたってまず思ったことは、雑誌やWebコンテンツなどでよく見る、一般的なワンポイントレッスン等の記事とは違った内容を書いていこうということでした。“一般的な”というのは、こう押さえたら弾きやすいよ～とか、何か特殊な奏法の解説とコツとか、そういうものです。そういう記事はとても役に立ちますし、私自身、学生の頃はそういった記事にたくさんお世話になったものでした。ですが、私が今回執筆するにこのコーナーでは、そういったことにはあまり触れる予定はありません。そういう記事は私が書かなくてもきっと他のどなたかが書いて下さるでしょうし、そもそも既にたくさんあると思うのです。

  　かくして、このコーナーではそういった“一般的な”記事よりももっと自由で幅広い内容を扱い、さもすれば私の趣味か、思い込みか、と思われるようなものまで、ユニークで一風変わったものにしていけたらな～なんて思います。興味のない話題でしたら聞き流して頂いて構いませんし、他のギタリストさんはこう言っていた！とか、矢後は間違っている！とか、そんな感想が生まれることもあるでしょうけれど、私の意見として読んでみてください。

  　基本的には私が日頃考えていることを書き綴るだけですが、それらの勝手な内容は、矢後憲太が“今”考えていることです。1年後は違う考えを持っているかも知れないし、全く反対のことを言っているかも・・・無責任だと言われるかもしれませんが、考えるとはそういうことですし、研究とはそういったものであると私は考えています。

  ・・・な～んて、たいそうなまえがきを並べましたが、堅苦しいことは抜きにして、皆さんのギター演奏がより充実したものになるような話題を、数回にわたってお届けできたらと思います。連載の途中、何か取り扱って欲しい内容などありましたら、ご意見ウェルカムです！

  

  ではでは、この新たな試みが少しでも皆様のギターライフのお役に立てますことを願い、執筆に取り組んでいきたいと思います！一緒にギターを楽しんでいきましょう～！！

  

  

  ●第1回 ～自分の音をよく聴いてみましょう！～

  

  　まず今回は初回ということもあって、いろいろとお話しする前に、私が最も大切だと思うことに触れます。それは弾いている最中に“自分の音をよく聴く”ということです。これはどんなプレイをするときも大前提になる、とても大事なことだと思います。「そんなん言われなくてもできとるわ～！」という方もたくさんいらっしゃるでしょうが、まあまあそう言わずにお付き合いくださいませ。

  “自分の音をよく聴く”ということは“自分の音をよく理解しようとする”ことだと思います。自分の奏でた音、フレーズに耳を傾けることなくして、自分の演奏を追求することはできません。当たり前のことを言っているようですが、案外これが難しいというか、気づいていない方も多いのではと思います。私はここ最近、定期的にオープンマイクのゲスト出演をさせて頂いたりレッスンを行ったり、ギターを趣味としてエンジョイしている方々の演奏を間近で聴く機会が多いのですが、やはりこれはなかなかに大きな問題だと感じます。それは決してネガティブな意味ではなくて、ここをこうしたらもっともっと良くなるだろう、素敵な演奏になるだろう、という前向きな“可能性”としての意味です！

  

  　ソロギターの演奏は、メロディ、ベース、ハーモニー、リズム、それらを全て一人で担当しなければならないから何かと忙しくて難しい。少なくとも、歌ものなどのバッキングとは根本的に弾き方が変わってきますよね。そうなってくると、弾くこと自体がとても難しくなります。アコギの弾き方も年々進化していて、奏法そのものの難易度がとても高いものも多くなってきています。そして演奏中、その難しさ故に、ついつい弾くという行為ばかりに気を取られてしまいがち。例え

  ば、次はこうやって、その次はこう・・・と左手にばかり気を取られてしまったり、といった感じです。人の意識って不思議なもので、何か一つに集中していると、他の何かがおろそかになりがちです。これは結構な落とし穴で、“自分の音をよく聴く”ということを難しくしている気がします。

  

  　わかりやすい例として、皆さんこんな経験はないでしょうか？

  

  「自分の演奏を録画・録音して聴いてみたら、なんだか思ったより下手だな～。つまらない演奏だな～。弾いているときはとっても気持ちよかったはずなのに～。上手く弾けていると思っていたのに～ショック！」

  

  　これです。こういう経験のある方は挙手してください。これはまさに、演奏中、自分の音をよく聴けていなかった例の一つではないでしょうか。気持ち良く弾けているというのは感覚の問題ですからひとまず置いておくことにして、「上手く弾けていた」というのはこの場合、そう錯覚していただけだった、ということになりますよね。 言い換えれば、自分の音を客観的に捉えられなかったということ。自分で自分の音をよく聴けている演奏って、しっかりと自分を客観視できている演奏だと思うんです。

  　では、実際に誰かの演奏を聴いて、客観的に自分の演奏を聴けてないんじゃないかな～と思った具体例を挙げてみます。

  

  ・繋ぐべき音がブツブツ切れてしまっている。

  ・必要のないノイズが入っている。

  ・和音に無駄な音が入って濁っている。それに関連して、適切な長さで音を切れない、或いは長さが足りない。

  ・意図しないテンポやリズムの揺れ、変化。

  ・メロディが潜って前に出てこない。

  ・そもそもベースの音を間違って覚えてた。

  

  等々です。より高度なところまでいくと、フレーズに表情がない、とか、この音・音色の使い方がちょっと雑だったかな、とか、挙げ出したらキリがないですけれど、こんなところです。これらのことに、演奏中、気づけていないことが多いんじゃないかな～ということです。ここで問題となるのは、これらのようなことが起きうることよりもまず、自分でそうなっていることに気づいているかどうかです。人間ですから、その時の演奏の乱れ、というのもあるかもしれませんが、基本的には、日頃の練習の段階から気づいていないんじゃないかと感じる場合が多いのです。

  　カメラ・録音機器がREC状態のときや人前での演奏などでは、更にプレッシャーが加わりますから、ミスしないことばかりに気を取られて「頭が真っ白で音なんて聴いてる余裕ないわ～！」なんていう人もいるでしょうけれど、もうそれはなんというか、そこが頑張りどころです（笑）

  

  　だからこそ、毎日の練習のときから、常に“自分の音をよく聴く”習慣を身につけましょう。最初はできなくても、常にそれを意識して、慣れて、そういう癖をつけましょう。自分の音をよく聴く癖がつくだけで、きっと演奏の質は格段に良くなるはずです。というのも、これは全ての前提であり、出発点となるからです。自分の音をよく聴けるようになると、実はどんどん問題が出てきます。問題というか、それは“気づき”なんです。自分の演奏を修正したり、或いは追求する

  “きっかけ”が生まれるということです。

  　例えば、自分の音をよく聴いた時に見つかる課題や発見として、こんなものが考えられます。

  

  ・間違えて覚えていた音を修正しよう。

  ・汚いノイズが出ないように弾き方を工夫しよう。

  ・崩れていたリズムをしっかりカウントできるようにしよう。

  ・和音が濁らないように、必要のないところを消音（ミュート）しよう。運指（左手）を改善しようか、弾き手（右手）を改善しようか。

  ・メロディがフレーズの中に潜っているから、聴きやすいようにメロディを強調しよう。（指板上でのメロディのポジションを理解して、全体のトーンのバランスを再考しよう。）

  ・全体的に起伏のない演奏になっているので、強弱をつけてみよう。

  ・そもそも音が細かったり、ベタッとした音ばかり出てしまうので、ピッキングそのものを見直そう。（弾き手のフォーム、弦に対しての指の面の当て方、爪の長さなどを考えよう。）

  ・全体を通して平坦な印象なので、表情のある演奏をしてみよう。（表情をつけるために効果的な技法を考えてみよう。左手でのスライド、ビブラート、右手のコントロール、ポジション、タッチ、等々。）

  ・私のギターってこんな音だったの？この音域が美味しいからこんな使い方、弾き方をしてみようかな。（楽器の特性の理解）

  ・もっとこういう音が出したいのに、なんだか私のギターの音色はこの弾き方に合っていない気がする、ギターをかえようかな。（※プレイの方向性と楽器のマッチングの問題はとても大切ですが同時に難しく、ここでは自分のプレイの未熟さを楽器・機材のせいにしない見極めが重要です。）

  

  　これらはほんの一部に過ぎませんが、自分の音をよく聴いて考えることでこれだけの課題や発見が生まれますから、やはり何よりもまず自分の音を注意深く聴くことが大切だと思います。具体的にここをこうするとか、そういうのはその後です。聴く耳持たずして小手先の改善は生きてきません。TAB譜を見て、それ追って音を拾って、なんとなく形になった・・・もちろんここまでやるだけでも充分楽しいのですが、実はその先に、音楽表現の無限の面白さがあると思うのです。だって、誰かの曲を“完コピ”したいのなら話は別ですけれど、曲をどんな風に弾いたってその人の自由ですから、自分らしく弾けたらカッコいいですよ！

  　個人的な意見ですが、楽器演奏は演奏者の表現であって欲しいと思っています。指板を押さえて弾いたり叩いたりするだけのゲームじゃないのです。淡々と作業的な演奏をしたとして、たとえそれがミスなく終了したとしても、「上手でしたね」という評価以上のものは得られないでしょう。ですから、まずは自分の音をよく聴いて、音楽表現として、自分の表現として足りないところを探してみてください。

  　言葉にするととても難しく聞こえますが、難しく考えず「もっと歌うようにメロディを出したいな～。」とか、そういうことで結構です。そこから、じゃあどんな風に弾けば歌心たっぷりの情感溢れる演奏ができるかな、という流れで、自分の出音と向き合う日々が始まるのです！！

  

  　自分の演奏を日頃から客観的に聴くための手助けの一つとして、動画を撮ったりしてみるというのも効果的かもしれません。そういう工夫も大切ですね。私はよく、細かい倍音の出方を確かめたい時には、跳ね返りのよい硬質な壁の前で、壁と向き合うようにして弾いたりします。跳ね返ってくるので聴きやすいですよ～。皆さんもそういった、自分の音が聴きやすくなる工夫を、いろいろと試してみてください。それもまた楽しかったりしますよ！

  

  

  さて、ここまで好き勝手書いてきましたが伝えたいことは粗方詰め込んだので、とりあえず今回はこの辺で終わりたいと思います。当初の思惑以上にいろいろ詰め込んでしまって、長くなってしまいました。

  　第一回はとっても大切なこと、“自分の音をよく聴く”ことをテーマにお届けしました。理屈っぽい雑記になってしまいましたが、楽しみながら、そして少しでも考えながら読んで頂ければ幸いです。この記事が読者の皆さんのお役にたてれば良いな～。

  　次回からはもうちょっとテーマを絞ったお話をしていくつもりですので、楽しみにお待ちください！

  

  　では、ごきげんよう！

  


  


  

  矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com
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  1990年栃木県生まれ。

  フィンガーピッキングデイ2012優秀賞獲得。

  ライブカフェ宮内家でほぼ毎週木曜日ライブを行い、多くのギタリストとも共演する。

  フィンガーピッキングデイ2013優秀賞、オリジナルアレンジ賞、、葉山ムーンスタジオ賞(オーディエンス賞)獲得。

  2014年7月ファーストアルバム「85.」リリース。


  



  ラストギター小山の "アコースティックギター 一期一会"

  


  長年数多くのアコースティックギターを見てきた東京阿佐ヶ谷に店舗を構えるLAST GUITARの代表小山晃弘氏に、その経験を生かし思い入れあるアコースティックギターについて、カタログスペックだけでない特徴を語っていただきます。

  


  アコワド読者の皆様こんにちは。このコーナーは私が出会った気になるギターを、買付時の裏話などと一緒に紹介するコーナーです。販売を目的とはしておりませんので、必要以上にスペック詳細などは書きませんし、メルマガ配信時には既に旅立ってしまっていることも多いかと思いますので、お問い合わせをいただいてもご希望に沿えないことも多いかと思いますのでご承知置き下さい。

  

  第一回目の今回は、何にしようか迷いましたが王道を押さえることにしました。

  

  Martin D-28 1959年製です。
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  一期一会というタイトルにはしたものの、この仕事をしていると何度が同じギターに出会ってしまうことがあります。

  販売したギターが委託や下取りなどで戻ってきてしまうんですね。ケースを開けて一目見た時、昔の友達に会ったような不思議な感覚になります。同じ物はひとつとして無いので、やはり数年経っても覚えているものなのですね。

  このギターもそんなギターのひとつです。
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  表面板はシトカスプルースで、いい具合に飴色に焼けています。オリジナルの濃い色味の鼈甲柄ピックガードが渋いです。この頃は下部が少し角張った形状をしています。一度剥がしてはり直したように見えます。
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  何度がフレット交換はされているようで、オリジナルより少し大きめのフレットで、現状はほとんど減りはありません。やはりフレットの消耗は無いに越した事は無いですね。
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  ヘッドはオーバーラッカーされており、綺麗に光っています。60年代に後半にはヘッドの角が丸くなっいき、『丸ヘッド』などと呼ばれますが、この頃から少し兆しが見え始めますね。
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  つまみの小さなクルーソンペグの印象が強い50年代ですが、実際には58年からグローバー・ロトマチックに変更になります。こんなに綺麗なのは珍しいですね。
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  すこし太めで緩やかなVネックです。ネック傷が見えますが上からオーバーラッカーしてあるので表面のツラは合っています。ヒールキャップが新しいので一度ネックは外されいるようです。
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  サイドバックは見事な柾目ハカランダです。現在ではほとんどこのような目の詰まったハカランダは見られません。今では使うことが出来ない材が贅沢につかってありますが、そこがヴィンテージギターの最大の魅力です。美しいですね。
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  緑色の内装のオリジナルハードケースです。この頃のケースは地味ですが味わいがあります。

  

  サウンドはリバーブ感が豊かで、強くはっきりとした音がしていました。45のようなチャリチャリとして金属的な感じは全くなく、素朴な木の音だけが響いている、そんなギターです。強く弾くと強い音が出て、弱いタッチでは本来の音が出てくれないのが28の特徴ですが、このギターはその傾向が顕著にあります。

  

  また会う事はもう無いかもしれませんが、個人的にも欲しいと思えるギターでした。

  また次回をお楽しみに。（終）


  


  小山晃弘（コヤマアキヒロ）

  （株）ラストギター代表http://lastguitar.com

  マーチンギター日本総代理店本店店長時代に発表したブログ『店長小山のマーチン道』が好評を博す。

  2013年より東京、阿佐ケ谷に自身のショップLAST GUITARをオープン。鳴りのいい楽器を求め彷徨う日々です。
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  イベント、ライブ情報

  


  主にソロギターのイベント、ライブ情報をギタリストごと、アルファベット、五十音順にご案内します。


  


  

  ◇◇ライブ情報◇◇

  



  ■Aki Miyoshi　http://aki-miyoshi.jimdo.com/

  

  8/8（金）大阪・富田林「 Orange County Cafe 」

  Aki Miyoshi & 辻岳人トリオ

  Open18:00 Start19:00

  料金2,000円＋要オーダー

  お問い合わせ http://www.occafe.net/index2.php#!/HOME

  

  9/7（日）大阪・桃谷「 Acoustic Live Cafe Anie 」

  Aki Miyoshi ソロライブ

  Open17:00 Start18:00

  料金2,000円

  お問い合わせ http://www12.plala.or.jp/anie/

  

  10/4（土）群馬・太田「 カフェ・スコア」

  「Aki Miyoshi & goh」ジョイントライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円ワンドリンク付き

  お問い合わせ http://www.cafescore.com/

  

  10/5（日）埼玉・南浦和「 宮内家」

  Aki Miyoshi ワンマンライブ

  Open17:00 Start18:00

  料金2,160円要ドリンクオーダー

  お問い合わせ http://www.geocities.jp/miyatin5963/

  

  10/26（日）愛知・一宮「 Denpo G」

  Aki Miyoshi & ゲストぷう吉

  Open16:30 Start17:00

  料金2,000円

  お問い合わせ http://denpo-g-studio.com/

  

  

  ■GIN　http://gin.mistysky.net/

  

  7/21(月)大阪・桃谷「 Acoustic Live Cafe Anie 」

  【出演】　PETA / ナカシオン

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円(ドリンク別）

  お問い合わせ06-4305-0772

  

  7/31(木)大阪・福島「Walzer 」

  【出演】　ケンコバ / ナカシオン

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円(1Drink+おつまみ付）

  お問い合わせ 06-6147-9120

  

  8/9(土)兵庫・甲子園口「Live & Bar Uncle Jam 」

  【出演】　岸部眞明 / ナカシオン

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円(2Drink別途）

  お問い合わせ http://www.uncle-jam.jp/index.html

  

  8/22(金)兵庫・甲子園口「Live & Bar Uncle Jam 」

  【出演】　GIN

  Open19:00 Start20:00

  料金2,000円(2Drink別途）

  お問い合わせ http://www.uncle-jam.jp/index.html

  

  

  ■伊藤賢一　http://kenichi-ito.com/

  

  8/24(日)東京・八王子「ふらっとん」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open19:00 Start19:30

  チャージ2,000円（別途要オーダー）

  お問い合わせ　０４２−６４２−６２０５

  

  8/30( 土)東京・下落合「リトルボニー」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Start15:00

  チャージ1,000円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ 070-5073-7847（夕紀えみ）

  

  9/18( 木)兵庫・西宮「Uncle Jam」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open19:00 Start20:00

  チャージ2,800円

  お問い合わせ 0798-64-5405

  

  9/19( 金)岡山・倉敷「音楽館」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日2,800円

  お問い合わせ　０８６−４３４−２７２３

  

  9/20( 土)山口・ 防府「JAZZ屋」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ ０８３５−２２−９２３０

  

  9/21( 日)福岡「箱崎水族館　喫茶室」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ０９２−９８６−４１３４

  

  9/22( 月)福岡・小倉「フォークビレッジ」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ　０９３−５１１−２１１５

  

  9/23( 火)大分・別府「ここちカフェ　むすびの」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:00 Start18:30

  チャージ2,000円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ ０９７７−６６−０１５６

  

  10/17(金)東京・水道橋「ふらっとんTimes」

  浜田隆史＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ

  

  12/6(土)兵庫・尼崎「浜名医院内　DENホール」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ2,000円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  ＊完全生音ライブです。

  

  

  ■打田十紀夫　http://www.tokiouchida.com/

  ※チケット購入→http://www.tab-guitar-school.co.jp

  

  7/21(月)北海道・帯広「くつろぎの店 彩乃」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2014～

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（１ドリンク＆おつまみ付き）

  

  7/24(木)北海道・小樽「一匹長屋」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2014～

  ゲスト／浜田隆史

  Open18:30 Start19:00

  前売3,200円　当日3,500円（１ドリンク付き）

  

  7/25(金)北海道・札幌「Live & Dining Mellow」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2014～

  Open19:30 Start20:00

  前売3,000円　当日3,500円（ドリンク別）

  

  8/3(日)富山「開進堂楽器 楽器センター富山２階　L1ホール」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open18:00 Start18:30

  料金3,000円※前売り特典：TABサムピック付き

  

  8/23(土)千葉・九十九里「丸太小屋ライヴ・レストラン“シーブリーズ”」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  OA／千葉英樹

  Open18:00 Start18:30

  前売2,500円　当日3,000円（ドリンク別）

  

  8/29(金)静岡「LIVING ROOM」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ（～バースデー・ライヴ～）

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円（ドリンク別）

  

  8/30(土)静岡・浜松「なんでモール」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ（～バースデー・ライヴ～）

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（ドリンク別）

  

  9/6(土)東京・町田「カフェ万象房」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ（～バースデー・ライヴ～）

  OA／斎藤ヒロシ

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（ドリンク＆フード別）

  

  9/7(日)埼玉・南浦和「ライブ＆カフェ 宮内家」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ（～バースデー・ライヴ～）

  ゲスト／垂石雅俊

  Open17:00 Start17:30

  料金3,240円（ドリンク別）

  

  

  ■岡崎倫典 http://www.rynten.com/

  

  7/22(火)北海道・富良野「 啄木鳥 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ TEL 0167-23-4766

  営業：19:00〜、定休無し

  

  7/23(水)北海道・旭川「 フォークジャンボリー 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open19:30 Start20:00

  料金4,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせTEL 0166-27-1774

  営業：20:00〜、日曜休み

  

  7/24(木)北海道・赤平「 ふくろう」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ TEL 0125-32-3329　又は　村木TEL 090-3391-8485

  

  7/26(土)静岡・浜松「 なんでモール 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（ドリンク別）

  お問い合わせ TEL 053-474-8889

  

  7/27(日)広島・福山「 とおり町交流館 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:00 Start18:30

  前売3,500円　当日4,000円（税込・1ドリンク付き）

  お問い合わせ Bar Caboulot（バー・カブロ） TEL 084-926-5966

  営業；18:00〜、日曜休み

  

  8/7(木)東京・曙橋「 バックインタウン 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:00 Start19:30

  料金3,780円

  お問い合わせTEL 03-3353-4655（15:00〜、日曜日定休）

  

  8/24(日)長野・佐久「れもん 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open17:30 Start18:00

  料金3,500円（1ドリンクと軽食付き）

  お問い合わせ れもん TEL 0267-82-2325

  営業：昼：11:30〜14:00、夜：17:00〜22:00　日曜日定休

  メールによる問い合わせ http://www.oryouri-remon.com/08_contact/index.html

  又は、SUMI工房 TEL 0268-42-6237

  営業：平日9:00〜17:00、土曜日・日曜日休

  

  

  ■小川倫生　http://www.ogawa-michio.com/

  

  7/25(金)栃木・宇都宮「古道具あらい」

  18bar「木を植える音楽LIVE

  【出演】　小川倫生、木を植える音楽家たち

  時間、料金未定

  お問い合わせ 古道具あらい　028-666-08

  

  7/26(土)栃木・鹿沼「カフェ饗茶庵」

  Antoine Dufourジャパン・ライブ・ツアー2014

  Antoine Dufour、前澤勝典、小川倫生

  Open18:00 Start19:00

  チャージ3,500円

  お問い合わせ cafe饗茶庵 TEL0289-60-1610 pen.candlework@gmail.com

  

  8/3(日)栃木・鹿沼「アラボンヌママン」

  ソロギターライブ＠アラボンヌママン

  【出演】　小川倫生

  Open18:15 お食事スタート18:30 Start19:00

  チャージ2,400円(お食事込み)

  お問い合わせ　0289-63-5131

  

  8/14(木)栃木・宇都宮「music bar Lynch」

  Lynch Monthly Gig「トラッドフォークを題材にしたギター・トリオ・ミュージックの実験。」

  出演：中山浩実Vo 戸田佳克B 福島浩史Per 小川倫生

  時間：22:30〜　23:30〜 2 セット

  チャージ500円(music charge)+1drink order

  お問い合わせ 028-636-5999

  

  8/15(金)栃木・宇都宮「大谷平和観音」

  大谷石　夢あかりコンサート

  【出演】　小川倫生　他

  時間、料金未定

  お問い合わせ

  

  9/18( 木)兵庫・西宮「Uncle Jam」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open19:00 Start20:00

  チャージ2,800円

  お問い合わせ 0798-64-5405

  

  9/19( 金)岡山・倉敷「音楽館」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日2,800円

  お問い合わせ　０８６−４３４−２７２３

  

  9/20( 土)山口・ 防府「JAZZ屋」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ ０８３５−２２−９２３０

  

  9/21( 日)福岡「箱崎水族館　喫茶室」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ０９２−９８６−４１３４

  

  9/22( 月)福岡・小倉「フォークビレッジ」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ　０９３−５１１−２１１５

  

  9/23( 火)大分・別府「ここちカフェ　むすびの」

  小川倫生＆伊藤賢一 ジョイントライブ

  Open18:00 Start18:30

  チャージ2,000円（要別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ ０９７７−６６−０１５６

  

  

  ■押尾コータロー　http://www.kotaro-oshio.com/

  

  押尾コータローコンサートツアー2014

  

  9/19（金）大阪　NHK大阪ホール

  〔開演〕19:00 〔料金〕5,400円（全席指定/税込）

  〔問〕GREENS 06-6882-1224


  9/22（月）石川　北國新聞赤羽ホール

  〔開演〕19:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕北國芸術振興財団　076-260-3555


  9/23（火・祝）富山　アイザック小杉文化ホール ラポール　

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕アイザック小杉文化ホール ラポール 0766-56-1515


  10/4（土）北海道　函館市民会館

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕函館市民会館 0138-57-3111


  10/5（日）北海道　道新ホール

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕WESS 011-614-9999


  10/12（日）福島　創空間 富や蔵

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（自由席・整理番号付/税込）

  〔問〕キョードー東北 022-217-7788


  10/13（月・祝）宮城　名取市文化会館　中ホール

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕キョードー東北 022-217-7788


  10/17（金）愛媛　松山市民会館　中ホール

  〔開演〕19:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕デューク松山　089-947-3535


  10/18（土）広島　アステールプラザ　中ホール　

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕夢番地 広島082-249-3571


  10/25（土）埼玉　所沢市民文化センター ミューズ　マーキーホール　

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕ミューズチケットカウンター 04-2998-7777


  10/26（日）京都　京都劇場　

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕ナウ ウエスト ワン　075-252-5150


  10/29（水）兵庫　神戸朝日ホール　

  〔開演〕19:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕GREENS 06-6882-1224


  11/1（土）高知　高知県立県民文化ホール グリーンホール　

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕デューク高知　088-822-4488


  11/3（月・祝）福岡　福岡国際会議場 メインホール　

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕キョードー西日本　092-714-0159


  11/5（水）愛知　名鉄ホール　

  〔開演〕18:30〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕サンデーフォークプロモーション 052-320-9100


  11/8（土）東京　Bunkamuraオーチャードホール　

  〔開演〕17:30〔料金〕5,400円（全席指定/税込）

  〔問〕キョードー東京 0570-550-799


  【チケット一般発売日】7月下旬予定

  ◇4歳以下のお子様のご入場はできません。

  ◇ファンクラブ先行予約は5月下旬から受付予定

  ◇現会員の皆様へは5月中旬に郵送でご案内させていただきます。

  ◇5/15（木）までにオフィシャルファンクラブにご入会いただいた方には

  ファンクラブ先行予約のご案内をお送りします。

  http://www.kotaro-oshio.com/fanclub/

  

  

  ■川畑トモアキ　http://batalog.ojaru.jp

  

  7/21(月)兵庫・神戸「コアキタマチ」

  川畑トモアキ・ソロギターライブ

  1部13:30〜　2部15:00〜

  観覧無料

  お問い合わせ　http://www.corekitamachi.com

  

  7/24(木)大阪・北浜「雲州堂」

  ～イオリズム～

  出演　　flamantina/みちしたの音楽/川畑トモアキ

  Open18:00 Start19:00

  3組中、1番（19時）に演奏します。

  入場無料・投げ銭制

  お問い合わせ http://www.iori-unshudo.com

  

  7/27(日)大阪・中崎町「未生流中山文甫会館」

  ＧＥＮ主催・東西ジョイントコンサート

  （出演）井上仁一郎 川畑トモアキ

  Open14:00 Start14:30

  前売1,000円　当日1,500円

  

  8/8(金)大阪・桃谷「Anie」

  川畑トモアキ ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:30

  チャージ2,500円＋ドリンク別

  お問い合わせ　http://www12.plala.or.jp/anie/　

  

  8/10(日)奈良「ビバリーヒルズ」

  川畑トモアキ ソロギターライブ

  Open17:00 Start18:00

  前売2,000円　当日2,500円 （飲食代別）

  お問い合わせ http://flower6.jp

  

  8/24(日)兵庫・元町「theater jazzy」

  川畑トモアキ ソロギターライブ

  Open19:00 Start20:00

  チャージ2,000円＋ドリンク、席代300円別途

  お問い合わせ http://nanos.jp/theaterjazzy/

  

  8/31(日)愛知・名古屋「源」

  川畑トモアキ ソロギターライブ

  Open15:20 Start16:00

  前売2,500円　当日2,800円

  お問い合わせ http://live-gen.musical.to

  

  

  ■岸部眞明　 http://www.sutv.zaq.ne.jp/ckbsr709/main.html

  

  7/21(月)埼玉・南浦和「宮内家」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open17:30 Start18:30

  料金3,240円(税込み）（ドリンク別）

  お問い合わせ 048-788-6033

  

  8/9(土)兵庫・甲子園口「Live&Bar Uncle Jam」

  ナカシオン＆岸部眞明　ジョイントライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円（ドリンク別）

  お問い合わせTel　0798-64-5405（19:00〜25:00）

  メール　info@uncle-jam.jp

  

  9/4(木)岡山・本町「コモンズ」

  岸部眞明ソロギターライブ

  オープニングアクト　高尾和樹

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円　 (1ドリンク付）

  お問い合わせ 086-245-3395　楽器堂　舟尾

  info@gakkido.com

  

  9/5(金)香川・高松「スタジオ ナッシュビル」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円　 (ドリンク別）

  お問い合わせ　087ー851ー4566

  

  9/6(土)徳島「寅家」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円　 (1ドリンク付き）

  お問い合わせ　088-677-3233　月 〜 日　 20:00 〜 1:30

  

  9/7(日)高知「メフィストフェレス２f　メフィストシアター」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open17:30 Start18:00

  料金3,500円　 (1ドリンク付き）

  お問い合わせ 088-824-8444　 花と器「すみ」

  

  9/20(土)大阪・桃谷「Live Cafe anie」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円　 (ドリンク別）

  お問い合わせ　06-4305-0772　

  

  9/28(日)愛知・名古屋「スタジオエム」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open14:30 Start15:00

  料金3,500円

  お問い合わせ 0587-53-6416

  　自由席　電話予約のみ

  

  10/4(土)石川・白山「Pon Polo Pooh」

  「 ほっとほっとコンサート」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:00 Start18:30

  前売2,000円　当日2,500円

  お問い合わせ 　Pon Polo Pooh　TEL　076-214-6236

  

  10/5(日)富山・射水「円徳寺」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ先　090-2830−8007（池内）

  

  10/8(水)北海道・美唄「クックカフェ旅の途中に」

  岸部眞明ソロギターライブ

  オープニングアクト　岸 孝志

  Open19:00 Start19:30

  チケット3,000円(1ドリンク付）

  お問い合わせ　080-3504-0012　mail : takashiom18@gmail.com　　

  

  10/9(木)北海道・旭川「アーリータイムズ」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円(ドリンク別）

  

  10/10(金)北海道・富良野「傷つく森の緑」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円(1ドリンク付）

  

  10/11(土)北海道・札幌「ジャムジカ」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円(ドリンク別）

  お問い合わせ Tel: 011-612-1900

  

  10/13(月)北海道・釧路「喫茶えいが館」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円(1ドリンク付）

  お問い合わせ　喫茶えいが館 　Tel　0154-22-0715

  

  10/26(日)奈良・五條「スパゲティーハウス シエロ」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open17:30 Start18:00

  料金3,000円(ドリンク別売り）

  お問い合わせ　0747（22）9333

  

  

  ■伍々慧　http://gogosatoshi.com/

  

  7/19(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open18:00 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円（税別、飲食代別途）

  お問い合わせ　宮内家 048-788-6033

  

  7/20(日)東京・神田「フクモリ」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open15:00 Start15:30

  前売3,000円（1drink付き）

  お問い合わせ フクモリ info@fuku-mori.jp

  

  7/21(月)神奈川・湘南「Honey’s Lei」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  【出演】伍々慧 OA:小川トオル

  Open16:30 Start17:00

  前売2,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ ハニーズレイ 0467-91-5577

  

  7/25(金)兵庫・西宮「アンクルジャム」

  ニーノアンドゴーゴーライブ

  Open19:00 Start20:00

  前売2,000円　当日2,500円（テーブルチャージ込、2オーダー要）

  お問い合わせ　アンクルジャム 0798-64-5405

  

  8/2(土)兵庫・西宮「ウクレレカフェ オコナ」

  ニーノアンドゴーゴーライブ

  Start17:00

  料金2,500円(ドリンク付)

  お問い合わせhttp://cafeokona.com　

  

  8/3(日)京都・西院「西院ミュージックフェスティバル」

  ニーノアンドゴーゴーライブ

  Start14:00〜

  料金無料

  お問い合わせhttp://saifes.dip.jp　

  

  8/10(土)大阪・天王寺「アニィー」

  伍々慧ソロギターライブ

  Open16:00 Start17:00

  前売2,500円　当日3,000円（要別途オーダー）

  お問い合わせアニィー 06-4305-0772

  

  8/23(土)奈良・生駒「カフェカフア」

  伍々慧 26th Birthday Live

  Open16:00 Start17:00

  前売2,500円　当日3,000円（要別途オーダー）

  お問い合わせカフェカフア 0743-75-1815

  

  8/29(金)大阪・中津「Vi-code」

  Blue Moon Night

  【出演】仲野友恵、木村ハルヨ、山県源内、Drakskip、ニーノアンドゴーゴー

  Open18:00 Start18:30

  前売2,000円　当日2,500円（ドリンク代別途）

  お問い合わせ http://www.vi-code.com

  

  8/30(土)愛知・名古屋「レアレアハレ」

  ニーノアンドゴーゴーSpecial Live

  Open18:00 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円

  （要1ドリンク/またライブに予約された方に限り1ドリンク付きスペシャルライブプレートが2000円（税込）のところを1500円（同）でご提供します。事前予約のみですので、こちらをご希望の方はチケット予約の際に、プレート希望とお書きください）

  お問い合わせ

  お電話の場合、052-533-0085（午後6時～午後11時まで/火曜日定休）

  ホームページからのご予約は、http://lealeahale.info/wp/toiawase のフォームからお願いします。

  尚、ホームページのフォームの「■ご予約・お問い合わせ」の欄に「8月30日ニーノアンドゴーゴー　ご希望の枚数」をお書き頂き、ライブプレートをご希望頂く方は、枚数に続けて「ライブプレート希望　希望人数」をお書きください。また定員に達した場合、ご連絡を差し上げますので、必ず連絡先のご記入をお忘れなく。

  

  9/6(土)大阪・茨木「D bar」

  伍々慧ソロギターライブ

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円（要別途ドリンク代500円）

  お問い合わせ　D bar 072-629-6627

  

  9/20(土)兵庫・尼崎「浜名外科医院内 DENホール」

  Pure Acoustic Live

  【出演】伍々慧

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  

  9/21(日)兵庫・西宮「カフェギャラリーいお」

  カフェソロギターライブ

  【出演】伍々慧

  Open13:00 Start13:30

  料金2,500円（アフタヌーンティー付き）

  お問い合わせ カフェギャラリーいお 0798-71-0864

  

  

  ■小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/



  7/25(金)東京・曙橋「バックインタウン」

  中川イサト＆小松原 俊

  Open17:30 Start19:30

  料金3,780円

  お問い合わせ ０３-３３５３-４６５５

  

  8/1(金)大阪「三木楽器梅田店」

  小松原 俊 IN STORE LIVE

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円

  お問い合わせ 06-6361-2211

  　　　　　　　 e-mail：umeda@miki.co.jp

  

  8/2(土)兵庫・神戸「ＶＯＩＣＥ」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  前売2,800円　当日3,200円（共に別途１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ　TEL：078-763-1177

  

  

  ■坂元昭二　http://www.december.co.jp

  

  7/21(月)岩手・釜石「釜石市片岸海岸」

  みんなの音楽祭　釜石野外音楽フェス

  坂元昭二、馬場葉子、はなおと、地元音楽愛好家多数

  10:30開演予定

  入場無料

  

  7/22(火)岩手・盛岡「 やきとりBAR・ZeN」

  坂元昭二ギターソロ

  Start19:00

  料金3,000円（１ドリンク＋料理）

  

  7/27(日)東京・自由が丘「 ナポリハウス」

  坂元昭二ギターソロ

  Open17:00 Start18:00

  料金2,500円※ドリンク別

  お問い合わせ Tel. 03-3725-6489（ナポリハウス）　Tel. 070-5020-7262（ディセンバー）

  

  8/1(木)埼玉・南浦和「宮内家」

  青山ゆうみLive　（ギター　坂元昭二）

  Open18:00 Start19:30

  料金540円

  お問い合わせ 　Tel. 048-788-6033

  

  8/3(日)山梨「Tenpscalme（タンカルム）」

  坂元昭二ギターソロ　

  Open16:00 Start17:00

  前売3,500円　当日4,000円※１ドリンク付

  お問い合わせ　tel 070-5020-7262 ディセンバー

  

  8/17(日)東京・小平「カフェTool Box」

  坂元昭二ギターソロ　

  ※OAあり（３～４組）

  Open14:00 Start15:00　16:00〜坂元昭二ライブ

  料金3,000円※１ドリンク付

  お問い合わせ Tel. 042-410-0050　Tel.070-5020-7262　ディセンバー

  

  8/30(土)東京・神楽坂「THE GLEE」

  木村理恵コンサート　1st&Birthday Concert ～Volevo un gatto nero～

  坂元昭二（Guitar）、川瀬葉月（Piano）、阿形有佳（Cello）

  Open18:00 Start18:30

  料金5,000円（1 drink order 800円）

  お問い合わせ オフィスBen 03-3248-3915

  

  

  ■下山亮平　http://r-shimoyama.guitarfreak.net/index2.htm

  

  7/24(木)山梨・甲府「ハーパーズ・ミル」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Open19:00 Start19:30

  チャージ2,500円（1drink付）

  お問い合わせ 　TEL 055-233-3157

  

  7/26(土)長野・飯田「いろは亭」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ　TEL 0265-52-0168

  

  7/27(日)岐阜「ufu Cafe」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Start17:30

  料金2,500円(1ドリンク付)

  お問い合わせ　TEL 090-4404-7385

  

  

  ■住出勝則　http://www.masasumide.com/

  

  8/22(土)京都・三条木屋町「モダンタイムス」

  住出勝則＋田中彬博＝KYOTO GROOVE!!

  〜ソロあり、デュオあり、アコギでグルーヴしますえ〜

  Open18:00 Start19:00

  前売4,000円　当日4,500円（要１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ　075-212-8385 (モダンタイムス)

  

  8/23(日)愛知・名古屋「源」

  ～ ソロギターは元気の「源」ライヴ！ ～

  住出勝則ソロライブ

  Open18:20 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円（要１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ 052-751-2550

  

  8/30(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  住出勝則＋南澤大介

  ～ソロギターで名曲を聴く夜～

  あんな曲、こんな曲、ギターで弾くとこうなりますスペシャル！

  Open17:30 Start18:30

  前売4,320円　当日4,860円 共に要１ドリンク・オーダー

  打上げパック：2,160円（希望者のみ）

  お問い合わせ 048-788-6033

  

  8/31(日)兵庫・西宮「UNCLE JAM」

  ソロギター・ライヴ　～Let’s Groove!～

  住出勝則ソロライブ

  Open17:00 Start18:00

  前売3,000円　当日3,500円（２ドリンク別途）

  お問い合わせ 0798-64-5405

  

  9/16(火)香川・高松「BAR RUFFHOUSE」

  "BACK TO BASICS" ソロギター・ライヴ！

  住出勝則ソロライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円（要1オーダー）

  お問い合わせ 087-835-9550

  

  9/21(日)大阪・高槻「1624 TENJIN」

  ひとりシグナル ～３９年目のめぐり逢い～

  MC : 南かおり

  Open17:30 Start18:30

  前売4,000円　当日4,500円 ともに要１ドリンク・オーダー / 予約順指定席

  お問い合わせ 072-691-1624

  

  

  ■竹内いちろ　http://mrgtr.web.fc2.com

  

  8/9(土)三重・河芸「カフェ・オンブラマイフ」

  十弦夢　見掛英治(ベース)　竹内いちろ(ギター)

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円（１ドリンク込)

  お問い合わせ　http://www.h4.dion.ne.jp/~seaside/index.html

  

  8/22(金)大阪・桃谷「Acoustic Live cafe Anie」

  豊田渉平(ギター、歌）/竹内いちろ（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円（１オーダー別途)

  お問い合わせ http://www12.plala.or.jp/anie/index.html

  

  8/23(土)京都・河原町三条「赤からBASEMENT」

  豊田渉平(ギター、歌）/竹内いちろ（ギター、歌）

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円（フード別途)

  お問い合わせ

  

  8/24(日)滋賀

  豊田渉平(ギター、歌）/竹内いちろ（ギター、歌）

  詳細後日

  

  8/29(土)三重・四日市「あさけプラザ　」

  中庭コンサート

  野分　山崎のりこ(歌）竹内いちろ（ギター、歌）

  18:30〜

  無料

  お問い合わせ　TEL：059-363-0123

  

  9/20(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  豊田渉平(ギター、歌）/竹内いちろ（ギター、歌）

  Open16:30 Start17:00

  料金2,500円（１ドリンク込)

  お問い合わせ info@denpo-g.com

  

  9/21(日)三重・四日市「久茂」

  豊田渉平(ギター、歌）/竹内いちろ（ギター、歌）

  詳細後日

  

  ■田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  

  7/23(水)北海道・旭川「アーリータイム」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open19:00 Start19:30

  前売3,500円 　当日4,000円(１ドリンク別)

  お問い合わせ 0166-22-2461（アーリータイムズ ※16:00〜24:00 日曜定休）

  

  7/25(金)北海道・上富良野「じょう舎」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:00 Start18:30

  一般 2,500円 / 高校生以下 2,000円

  お問い合わせ 0167-45-3267（じょう舎）

  

  7/26(土)北海道・札幌「アウノウンパーラー」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円 　当日3,500円(１ドリンク付き)

  お問い合わせ011-215-6222（スープカリー藤野屋 手稲店 佐々木）

  

  8/1(土)京都・河原町五条「ニューホープ札幌ホール」

  “田中彬博 in aunoun parlour”

  Open19:30 Start20:00

  料金3,000円 (ドリンク付き)

  お問い合わせ　mail@aunoun.com Tel : 080-3873-2121 (キシモト)

  

  8/22(土)京都・三条木屋町「モダンタイムス」

  住出勝則＋田中彬博＝KYOTO GROOVE!!

  〜ソロあり、デュオあり、アコギでグルーヴしますえ〜

  Open18:00 Start19:00

  前売4,000円　当日4,500円（要１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ　075-212-8385 (モダンタイムス)

  

  

  ■谷本光　http://blogs.yahoo.co.jp/tanimotohikaru

  

  7/21(土)北海道・札幌「commune（コミューン）」

  谷本光 solo guiter live Commune(コミューン）

  完全入替2部制

  1回目17:00スタート

  2回目 20:30スタート

  料金3500円　※ライブチャージ＆2時間飲み放題

  お問い合わせ 090-2874‐1416　担当　ウチウミ

  

  

  ■豊田渉平　http://shoheitoyoda6.wix.com/english

  

  7/25(日)兵庫・神戸元町「Theater Jazzy」

  Dreamii World Music

  NY在住のvibraphone, marimba奏者の三村未佳さんのツアーに参加！

  Open18:00 ファーストセット19:00　セカンドセット20:00

  料金2,500円

  お問い合わせ　cyncyn-neue@nike.eo.ne.jp

  

  8/5(火)京都「フリースペース　空と雲と」

  Jam Pan（毎月第一火曜日）

  Open11:00 close16:00

  ※要1オーダー

  お問い合せはcaravan diner PanBooまで！

  http://www.pan-boo.com/

  

  8/16(火)京都「ライブハウスケニーズ」

  Shohei Toyoda,田中彬博@Kenny's Music Station

  伝統あるカントリーライブハウスで、ゲストとして演奏します！

  19:30〜

  お問い合せ 　http://www.k-country.com/Kennys_Country_Music_Station/Welcome.html

  

  8/22(金)大阪・桃谷「Acoustic Live cafe Anie」

  豊田渉平(ギター、歌）/竹内いちろ（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円（１オーダー別途)

  お問い合わせ http://www12.plala.or.jp/anie/index.html

  

  8/23(土)京都・河原町三条「赤からBASEMENT」

  豊田渉平(ギター、歌）/竹内いちろ（ギター、歌）

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円（フード別途)

  お問い合わせ

  

  8/24(日)滋賀

  豊田渉平(ギター、歌）/竹内いちろ（ギター、歌）

  詳細後日

  

  8/29(土)三重・四日市「あさけプラザ　」

  中庭コンサート

  野分　山崎のりこ(歌）竹内いちろ（ギター、歌）

  18:30〜

  無料

  お問い合わせ　TEL：059-363-0123

  

  9/20(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  豊田渉平(ギター、歌）/竹内いちろ（ギター、歌）

  Open16:30 Start17:00

  料金2,500円（１ドリンク込)

  お問い合わせ info@denpo-g.com

  

  9/21(日)三重・四日市「久茂」

  豊田渉平(ギター、歌）/竹内いちろ（ギター、歌）

  詳細後日

  

  

  ■西村歩　http://www.ayumusic.com/

  

  2014/07/21（月・祝）

  【大分県】

  Finger Picking Festival at CANTALOOP2 Volume2

  Special Guest:西村歩

  出演:エマニュエル小原/m-太郎/安部潤

  会場：CANTALOOP2

  （大分市都町3－2－30　中山第５ビル大分6F　）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話 ：097-548-5363

  開場／17：30　開演／18：00

  料金：2,000円（別途1ドリンクオーダー）当日2,500円

  

  2014/07/27（日）

  【小林市須木】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：カテラッタ・ピエタ

  （小林市須木大字下田４１２番地６すきむらんど内）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0984-48-2480

  開場／15：00　開演／15：30

  料金：2,000円（別途ドリンクオーダー）

  

  2014/08/08（金）

  【鹿児島県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：Live HEAVEN

  （ 鹿児島県鹿児島市東千石町3-41）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：099-227-0337

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：前売2,300円　当日2,800円（要1ドリンクオーダー）

  

  2014/08/09（土）

  【熊本県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  オープニングアクト：東大樹

  会場：ヌアージュ

  （熊本市花畑町１１－３３　Ｔｍ－７ビル（旧グリーンビル）２F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：096- 355-6261

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：2,000円（別途要1ドリンクオーダー）

  

  2014/08/10（日）

  【長崎県壱岐】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：トロル

  （長崎県壱岐市郷ノ浦町本村触526）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0920-47-1233

  開場18：30　開演19：00

  料金／2,500円（要ドリンクオーダー）

  

  2014/08/29（金）

  【佐賀県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：LIVE BAR 雷神

  （佐賀市中央本町10-5 AIビル 4F-B）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0952-60-6202

  開場／19：30　開演／20：00

  料金：2,000円（要1ドリンクオーダー）

  

  2014/08/30（土）

  【長崎県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：ライブハウスつどい

  （長崎市平瀬町1-7）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-1086-3651（一ノ瀬）

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：前売／2,000円（ドリンク別）当日2,500円

  

  2014/08/31（日）

  【熊本県天草市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：ビアレストランばってん

  （熊本県天草市中央新町18 - 3）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0969-23-1063

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2014/09/12（金）

  【兵庫県豊岡市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：Penny Lane 54

  （兵庫県豊岡市泉町２２－３）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：０７９６－２４－１７６７

  開場／19：00　開演／20：00

  料金：2,500円（別途要ドリンクオーダー）

  

  2014/09/19（金）

  【大阪府】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：Acoustic Live Cafe Anie（アニー）

  （大阪市天王寺区勝山４－５－９サンライズ勝山　102）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：06-4305-0772

  開場／18：30　開演／19：30

  料金：2,500円（別途ドリンクオーダー）

  

  2014/09/20（土）

  【奈良県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：いつか森になるカフェ

  （奈良県奈良市神功4-25-1-101）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0742-31-8433

  開場／16：00　開演／16：30

  料金：2,500円（別途要ドリンクオーダー）

  

  2014/09/21（日）

  【愛知県】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：Denpo-G studio

  （一宮市丹陽町伝法寺字西野田）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  info@denpo-g.com

  開場／17：00　開演／17：30

  料金：2,300円

  

  

  ■西山隆行　https://www.facebook.com/Nishi.Nishiyama

  

  7/24(木)新潟「Capotast」

  「毎月２４日はにっしーの日 Live in 新潟県！！！」

  出演：西山隆行

  Open19:00 Start19:30

  投げ銭（カンパ制）＋お店の料金システム

  お店の料金システム（チャージ料）

  男性　2,000円　女性　1,500円

  ※飲み放題（男女共通、閉店時まで）上記 ＋1,500円

  お問い合わせ http://capotast.com

  

  7/24(金)東京・下北沢「Fields」

  『さらさCD発売記念ライブ in TOKYO with 西山隆行』

  出演：さらさ（ギター：森川敏行、アイリッシュ•ハープMachiko）、西山隆行

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円＋１ドリンク

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  

  ■浜田隆史 http://www.geocities.jp/otarunay/

  

  7/24(木)北海道・小樽「一匹長屋」

  打田十紀夫 ～北海道ソロライヴ・ツアー2014～

  ゲスト／浜田隆史

  Open18:30 Start19:00

  前売3,200円　当日3,500円（１ドリンク付き）

  お問い合わせtel : 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  7/27(日)北海道・札幌「カフェふらっと」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）／佐藤 洋一（クラシック・ギター）

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ tel :011-590-1080（お店）

  

  8/24(日)北海道・札幌「サンピアザ劇場」

  出演：嵯峨治彦、トロ、ポニーテールズ、小松崎健＋浜田隆史（運河のカモメ）

  Open13:30 Start14:00

  前売一般2,500円　高校生以下1,000円（当日各500円増し）

  お問い合わせ　予約：のどうたの会　thro@sings.jp 　電話･FAX : 011-884-7129

  

  8/30(土)青森「Cafe Bar Atom」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ　tel : 017-775-1330（お店）

  

  8/31(日)岩手・宮古「カントリーズcafe」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  オープニング：らんぶらぁず（ブルーグラス、カントリー）

  Start19:00

  予約2,000円　当日2,500円（Drink代別途）

  お問い合わせ　tel : 0193-64-3451（お店）

  

  9/1(月)岩手・盛岡「専立寺（せんりゅうじ）」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  19:00〜21:00

  料金2,000円（飲み物・食べ物持込み可）

  お問い合わせ tel : 019-622-1066（お寺）

  

  9/2(火)宮城・仙台「チャーリーズ・レモン・カントリー」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  20:30、21:30、22:30（３ステージ）

  料金2,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ　tel : 022-225-7569（お店）

  

  9/3(水)山形・米沢「らぁじゃ」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  19:00〜

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ tel : 090-5595-6913（遠藤）

  

  9/4(木)山形・米沢「白布温泉西屋」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  19:00〜

  お問い合わせ　tel : 0238-55-2480（西屋旅館）

  

  9/8(月)千葉「らまいろハウス」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open12:00 Start13:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ 043-312-2194

  

  9/8(月)東京・水道橋「ふらっとんTIMES 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ 03-5840-8466（ふらっとんTIMES）

  

  9/9(火)埼玉・南浦和「宮内家 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:30 Start19:30

  料金2,700円（要別途オーダー）

  お問い合わせ tel : 048-788-6033（宮内家）

  

  10/8(水)北海道・小樽「一匹長屋 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ tel : 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  

  ■ぷう吉　http://ameblo.jp/pukichi1310/

  

  7/21(月)山口「華のうつわ」

  ぷう吉ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金2,000円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ TEL.0833-46-2237

  

  8/30(土)北海道・千歳「博信堂楽器」

  ■タイムスケジュール

  18:00開場

  18:30オープニングアクト２組予定（August-R 他）

  19:10ぷう吉ライブ

  ■チケット料金

  一般・前売り1,500円

  高校生以下・前売り500円

  当日＋300円

  ■お問い合わせ

  博信堂

  〒066-0063 千歳市幸町２丁目９　

  TEL(0123)23-3386　FAX(0123)26-1595

  http://hakushindo.ojaru.jp

  

  8/31(日)北海道・札幌「BOSTON CLUB」

  ぷう吉ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  前売 2,500円（1ドリンク付）

  お問い合わせ tel 011 512 4939

  

  9/19(金)福岡「タロカリ」

  ぷう吉ソロライブ

  ゲスト：Soushi Kaido（パーカッション）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円（要ワンドリンクオーダー）

  お問い合わせ タロカリ tel: 092-714-7015

  mail: tarokaricafe@yahoo.co.jp

  

  9/21(日)鹿児島「明日の地図」

  ぷう吉ソロライブ

  ＯＡ：山本聡

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ 電話:099-227-0080

  

  

  ■松井祐貴　http://yuki-matsui.com/

  

  8/9(土)千葉・鎌ヶ谷「きらりホール」

  松井祐貴 SOLO ACOUSTIC GUITAR LIVE IN KIRARI HALL

  Open17:30 Start18:00

  チケット：大人2,000円(税込)／4歳以上中学生以下500円(税込)

  お問い合わせ　きらりホール　047-441-3377（9～22時）

  

  

  ■丸山ももたろう　http://shonan.cside1.com/index.shtml

  

  7/20(日)東京・西早稲田「ライブ＆ダイニングバー音楽室DX」

  ～ももかんライブ～

  出演　ももかん（丸山ももたろう・石井完治）

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円※飲食代金別

  お問い合わせ TEL 03-5273-5110

  

  

  ■矢後憲太http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  

  7/25(金)東京・岩本町「Eggman tokyo east」

  [nagomix night inst mix #26]

  出演：Coremocha／Banda Capriccio／矢後憲太

  Open19:00 Start19:30

  前売2,060円 　当日2,370円(+1drink520円)

  お問い合わせinfo@egg-mte.com

  

  7/26(土)群馬・太田「カフェスコア」

  矢後憲太 × goh  ジョイントライブ

  矢後憲太1stアルバムレコ発ライブ！

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円(ワンドリンク付き)

  お問い合わせ0276-48-5070

  

  8/3(日)東京・高円寺「Cafe&Bar U-HA」

  『ケンソラ2ndアルバム【世界のフラクタル】レコ発ライブ』

  出演：Soul Hug、矢後憲太、ケンソラ

  Open18:30 Start19:00

  料金1,500円＋ドリンク（500円）

  お問い合わせcoffeeuha.web.fc2.com/event.html

  

  8/23(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  85曜日  矢後憲太ソロギターライブ

  Open18:00 Start19:30

  料金2,160円(1ドリンク付き)

  お問い合わせ０４８－７８８－６０３３

  

  10/5(日)愛知・名古屋「源」

  矢後憲太ライブ

  Open16:20 Start17:00

  前売2,300円 　当日2,500円

  お問い合わせ http://live-gen.musical.to

  

  

  ■吉川忠英　https://www.facebook.com/chuei.yoshikawa

  

  7/23(水)北海道・旭川「アーリータイム」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open19:00 Start19:30

  前売3,500円 　当日4,000円(１ドリンク別)

  お問い合わせ 0166-22-2461（アーリータイムズ ※16:00〜24:00 日曜定休）

  

  7/25(金)北海道・上富良野「じょう舎」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:00 Start18:30

  一般 2,500円 / 高校生以下 2,000円

  お問い合わせ 0167-45-3267（じょう舎）

  

  7/26(土)北海道・札幌「ニューホープ札幌ホール」

  “AKI-CHU アコースティックギターツアー 2014”

  吉川忠英 & 田中彬博

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円 　当日3,500円(１ドリンク付き)

  お問い合わせ011-215-6222（スープカリー藤野屋 手稲店 佐々木）

  

  

  ■わたなべゆう　http://ukiwaboy.petit.cc/apple1/

  

  7/21(月)兵庫・摂津本山「ラポスト」

  ～わたなべゆうアコースティックライブ～

  ライブチャージ無料！（お食事代のみでお楽しみください）

  第一部　17：00開場　18：00～ライブスタート

  第二部　19：30開場　20：00～ライブスタート ※入替制となってます

  ご予約＆お問い合わせ→Tel　078-452-8766 （ご予約順に見やすいお席をご案内いたします。）

  HP→ http://www.anjou.co.jp/shop/lapost/

  

  7/26(土)京都・大山崎「Moon talk」

  ～わたなべゆうアコースティックライブ～

  Open18:00 Start19:00

  料金1,000円

  お問い合わせ→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  7/27(日)大阪・鶴見「ベネッセスタイルケア　まどか鶴見徳庵」

  ～初田悦子×わたなべゆうアコースティックライブ～

  14:00〜15:45

  入場無料

  お問い合わせ 06-6914-3030

  

  8/2(土)滋賀・彦根「＆Anne」

  わたなべゆうアコースティックギターコンサート

  くまのマク～音と絵の展覧会～

  Open16:30 Start17:00

  料金1,500円

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  8/3(日)大阪・高槻「高槻南スクエア」

  ～ギター＆オカリナ＆チェロ　SUMMER LIVE～

  Open13:30 Start14:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ　watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  8/9(土)大阪・茨木「ＣＡＦＥ　なかちよ」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円

  お問い合わせ Tel: 072-624-1980

  

  8/23(土)愛媛・松山「YAHMAN33」

  ～初田悦子＆アキドリ＆わたなべゆうスリーマンライブ～

  出演：初田悦子、アキドリ、わたなべゆう

  ゲスト：サトウコウジ

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円（ともに別途１ドリンク）

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  8/29(金)大阪・心斎橋「Soap opera clssics」

  わたなべゆうワンマンライブvol.14　～Time Machine～

  出演:わたなべゆう（アコースティックギター）、池田安友子（パーカッション）and more..

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円（ともに別途１ドリンク）

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  9/7(日)兵庫・神戸「Cicci Cocco Cafe」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open12:00 Start13:00

  料金3,000円 （ランチ付き、１ドリンク別途、税別）

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  お店お問い合わせ→０７８－４１２－２６２６

  

  9/26(金)愛知・新城「フィールドエスコート」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open19:00 Start19:30

  前売2,000円　当日2,200円

  高校生以下前売り1,000円　当日1,200円

  お問い合わせ　watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  10/5(日)大阪・桃谷「ＣＡＦＥ　アニィー」

  ～わたなべゆうギターレッスン課題曲『ガーベラ』＆『ふるさと』～

  14:00〜16:00

  料金3,000円 （１ドリンク付き） ※団体レッスンになります。

  お問い合わせ 06-4305-0772

  

  10/5(日)大阪・桃谷「ＣＡＦＥ　アニィー」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open16:30 Start17:00

  料金2,500円 （別途１ドリンク）

  ※ギターレッスンに参加された方は１ドリンク付き2,500円とさせていただきます！

  お問い合わせ 06-4305-0772

  

  10/13(月)大阪・高石「みぃあ食堂」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open12:00 Start13:00

  料金3,000円 （お食事付き）

  食べたいもののリクエストがありましたら→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp まで！ 可能な範囲でみぃあさんが作ってくれます！

  ご予約もこちらまで→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  お店お問い合わせ→072-249-9841



  後記

  


  初めて「Anger」を聴いた時に、欧米のギタリストとは少し違う、押尾コータローともどこか違う。何が違うのかがあまりわからなったが、とても聴きやすく好印象でした。

  今回のokapiさんへのインタビューで、ロック、ファンクの要素がより強いせいではないかと感じました。それだけではなく、Jポップの要素も加わっているため、独特な印象を受けたのでしょう。

  絶対音感を持つ音楽性と卓越したリズム感で、アップテンポの曲もバラードもとても生き生きとした楽曲です。

  多くのソロギタリスは、ソロギター以外の音楽をよく聴いているようですが、okapiさんも多分にもれず幅広く、さらにソロギタリストがあまり聴いていないジャンルを聴いてきたように思います。指先のテクニックというのは皆それほどの差は出なくても、内面にある音楽性によって個性が異なるということが今回のお話で強く感じました。

  

  今号から始まった「矢後のひとりごと」。

  平成生まれの若手ギタリストですが、その表現力は目を見張ります。指もよく動くのですが、ただ速いだけではなく音色、音量を巧みに変える技術、センスはこれまで取り組んで来た音楽への深さを感じました。

  若くキャリアが長くなくても、スジの通った独自の論理が展開できるのではないかと思い、執筆をお願いしました。

  私としては期待通り、教本には載っていないがとても大事な要素を説明してくれたと思います。

  短期連載の予定ですが、アマチュアギタリストの方は是非参考にしていただきたいです。

  

  さらに今号から始まった「ラストギター小山のアコースティックギター一期一会」。

  ギターの紹介ではありますが、材質等のスペックだけではない、その他の要素や楽器にまつわる逸話など、カタログでは見る事ができない内容を書いてもらいます。

  

  バックナンバーからは「アンフィニカスタムワークス」の記事を掲載しました。

  okapiさんがアンフィニカスタムワークスのギターを使用していることもありますが、これからもバックナンバーを少しずつご紹介したいと思います。

  

  シゲエダ ユズル

  

  


  


  Acoustic Guitar World



  ・web：http://www.aco-world.com/

  ・Facebook：http://www.facebook.com/acoguitarworld

  ・Twitter：https://twitter.com/AcoGuitarWorld

  

  問い合わせ：info@aco-world.com
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